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1
　
は
じ
め
に

　

知
人
の
言
語
学
者
・
長
田
俊
樹
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル
が
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
上
田
万
年
「
日
本
語
学
の
本
源
」
は
著
作
リ
ス
ト
（「
上
田
万
年
先
生
著
述
目
録
」『
国
語
と
国
文
学
』
一
五
巻
一
〇
号
、

一
九
三
八
年
一
〇
月
）
に
も
入
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
お
し
え
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
長
田
さ
ん
は

上
田
万
年
の
講
義
ノ
ー
ト
な
ど
の
子
細
な
分
析
を
つ
う
じ
て
、
上
田
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
学
を
ど
の
程
度
咀
嚼
し
て
い
た
の
か
否
か
、
ひ
い
て
は

日
本
の
言
語
学
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
て
お
り
、
お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
っ
た
も
の
の
、
は
ず
か
し
な
が
ら
知
る
と
こ
ろ
は
何
も

な
か
っ
た
。

　

上
田
万
年
（
一
八
六
七
〜
一
九
三
七
）
に
つ
い
て
、
辞
書
的
な
説
明
を
し
て
お
く
。
国
語
学
者
。
江
戸
名
古
屋
藩
下
屋
敷
に
生
ま
れ
る
。
一
八
八

八
年
帝
国
大
学
和
文
学
科
卒
。
近
世
文
学
研
究
を
志
す
が
、
招
聘
講
師
の
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
注
8
参
照
）
の
教
え
を
受
け
る
。
ド
イ
ツ
・

教
員
自
由
投
稿

資
料
　
上
田
万
年
演
説
「
日
本
語
学
の
本
源
」（
一
八
九
五
年
六
月
一
五
日
）

安
田
敏
朗
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フ
ラ
ン
ス
留
学
（
一
八
九
〇
〜
九
四
）
後
、
帝
国
大
学
教
授
（
〜
一
九
二
七
）。
そ
の
間
、
文
部
省
専
門
学
務
局
長
、
国
語
調
査
委
員
会
主
事
、
東

京
帝
国
大
学
文
科
大
学
学
長
（
現
在
で
い
え
ば
文
学
部
長
）、
神
宮
皇
学
館
長
、
臨
時
国
語
調
査
会
会
長
な
ど
を
兼
任
。
国
学
院
大
学
学
長
（
一
九

二
七
〜
二
九
）。
近
代
国
語
学
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。『
国
語
の
た
め
』（
一
八
九
五
年
）『
国
語
の
た
め　

第
二
』（
一
九
〇
三
年
、
と
も
に
冨
山
房
）

が
代
表
作
。
作
家
円
地
文
子
（
一
九
〇
五
〜
一
九
八
六
）
の
父
。

　

右
の
両
著
を
あ
わ
せ
て
『
国
語
の
た
め
』
と
し
て
二
〇
一
一
年
に
平
凡
社
東
洋
文
庫
か
ら
校
注
・
解
説
を
だ
し
た
身
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
に
き
づ
か
な
か
っ
た
の
は
痛
恨
の
極
み
だ
っ
た
が
、「
日
本
語
学
の
本
源
」
は
、
ど
う
や
ら
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な

い
資
料
の
よ
う
で
あ
る
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
大
恥
で
あ
る
）。
こ
の
演
説
（
今
日
的
感
覚
で
は
「
講
演
」
だ
が
原
文
に
し
た
が
う
。
以

下
同
）
が
な
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
五
年
六
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
『
国
語
の
た
め
』
初
版
が
刊
行
さ
れ
る
月
で
も
あ
る
の
だ
が
、

上
田
の
教
え
を
う
け
た
新
村
出
（
一
八
七
六
〜
一
九
六
七
）
が
作
成
し
た
「
上
田
万
年
先
生
年
譜
」（
新
村
出
筆
録
・
古
田
東
朔
校
訂
『
上
田
万
年　

国
語
学
史
』
教
育
出
版
、
一
九
八
四
年
）
を
み
て
も
、
こ
の
演
説
の
記
載
は
な
い
。
の
ち
に
ふ
れ
る
が
、
こ
の
資
料
は
演
説
の
や
や
不
完
全
な
筆
録

で
、
完
成
稿
に
は
い
た
ら
ず
、
活
字
化
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
著
作
目
録
か
ら
も
漏
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
資
料
な
の
で
環
境
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
閲
覧
で
き
る
が
、
手
書
き
資
料
で
あ
り
そ
の
ま
ま
読
み
進
め
る
の
は
時
間
が
か
か

る
た
め
、
翻
字
を
お
こ
な
い
、
適
宜
注
を
つ
け
て
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
。
不
明
の
個
所
も
お
お
い
が
、
注
で
ふ
れ
る
よ
う
に
の
ち
の
上
田
の
講
義

で
示
さ
れ
る
事
例
が
一
部
あ
る
な
ど
、
資
料
的
な
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。
ご
指
正
い
た
だ
け
れ
ば
さ
い
わ
い
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
著
作
権
保
護
期
間
が
き
れ
た
公
開
資
料
に
つ
い
て
は
、
翻
字
な
ど
に
際
し
て
の
許
可
は
不
要
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
上
田
万
年
演
説
「
日
本
語
学
の
本
源
」
が
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
で
き
る
こ
と
を
再
度
記
し
、

あ
わ
せ
て
長
田
俊
樹
さ
ん
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

2
　「
日
本
語
学
の
本
源
」
の
経
緯

　

上
田
が
演
説
に
い
た
る
経
緯
で
あ
る
が
、
資
料
冒
頭
に
「
田
口
君
の
御
親
類
な
る
上
田
ビ
ン
君
小
生
の
宅
を
訪
は
れ
田
口
君
よ
り
此
會
へ
出
て
何
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か
一
席
述
べ
よ
と
の
旨
を
傳
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
上
田
は
前
年
六
月
に
留
学
か
ら
も
ど
り
、「
本
郷
西
片
町
10
に
ノ
32
」（
正
確
に
は
、
本
郷
区
駒
込

西
片
町
）
に
居
を
定
め
て
い
た
（
新
村
出
前
掲
「
上
田
万
年
先
生
年
譜
」、
二
五
三
頁
。
ち
な
み
に
一
八
九
六
年
に
「
本
郷
向
岡
弥
生
町
」
に
転
居

す
る
（
二
五
四
頁
））。
駒
込
西
片
町
は
上
田
の
勤
務
先
の
（
東
京
）
帝
国
大
学
の
す
ぐ
そ
ば
で
あ
り
、
自
由
主
義
経
済
思
想
家
で
歴
史
家
・
政
治
家

な
ど
と
し
て
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
た
田
口
卯
吉
（
一
八
五
五
〜
一
九
〇
五
）
の
住
ま
い
も
駒
込
西
片
町
十
番
地
に
あ
っ
た
（
一
八
八
五
年
か
ら
没

す
る
ま
で
居
住
。
建
物
は
現
存
し
て
い
る
）。
ご
近
所
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
上
田
ビ
ン
君
」
が
当
時
田
口
卯
吉
の
家
に
寄
宿
し
て
い
た
上
田
敏

（
一
八
七
四
〜
一
九
一
六
）
だ
と
す
れ
ば
、
田
口
か
ら
の
依
頼
を
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
（
な
お
、
田
口
の
か
つ
て
の
隣
人

で
明
治
初
期
に
沼
津
で
は
寄
寓
し
て
英
語
を
教
わ
る
な
ど
お
お
き
な
影
響
を
う
け
た
洋
学
者
・
乙
骨
太
郎
乙
（
一
八
四
二
〜
一
九
二
二
）
の
甥
が
上

田
敏
で
あ
っ
た

―
田
口
親
『
田
口
卯
吉
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
）。
上
田
敏
は
当
時
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
吉
利
文
学
科
の
学
生

で
講
師
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
の
ち
小
泉
八
雲
、
一
八
五
〇
〜
一
九
〇
四
）
な
ど
の
も
と
で
学
ん
で
お
り
、
文
科
大
学
教
授
で
あ
っ
た
上
田
万

年
へ
の
使
者
と
し
て
適
任
と
い
え
る
。
上
田
敏
は
、
帝
国
大
学
の
教
員
・
学
生
・
卒
業
生
で
構
成
さ
れ
た
帝
国
文
学
会
が
一
八
九
五
年
一
月
か
ら
刊

行
を
は
じ
め
た
『
帝
国
文
学
』
の
学
生
発
起
人
の
ひ
と
り
で
も
あ
り
、
た
び
た
び
寄
稿
す
る
こ
と
に
な
る
上
田
万
年
と
面
識
が
な
く
は
な
か
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
田
口
と
上
田
万
年
は
ご
近
所
同
士
で
す
で
に
接
点
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
が
、
駒
込
西
片
町
は
文
化
人
が
多
数
住
ん

で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
前
年
九
月
に
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
て
い
た
田
口
は
、
気
鋭
の
帝
大
教
授
と
し
て
活
躍
を
は
じ
め
て
い
た
上
田
万
年
に
上

田
敏
を
通
じ
て
接
触
を
も
と
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
上
田
敏
は
「
田
口
君
の
御
親
類
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
此
會
」
と
あ
る
の
は
、
経
済
学
協
会
の
こ
と
で
あ
る
（
注
2
参
照
）。
注
で
ふ
れ
る
が
こ
れ
は
田
口
卯
吉
が
一
八
七
九
年
か
ら
発
行
し
て
い
た

『
東
京
経
済
雑
誌
』
と
関
連
が
あ
り
、
こ
の
時
期
、
年
に
七
、
八
回
第
三
土
曜
日
に
ひ
ら
か
れ
て
い
た
演
説
会
の
筆
記
録
を
、
た
び
た
び
「
経
済
学

協
会
演
説
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
。
上
田
万
年
が
演
説
し
た
回
の
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
、
第
七
七
九
号
（
一
八
九
五
年
六
月
二
二
日
）
の
「
経
済

学
協
会
六
月
例
会
」
の
記
事
に
は
こ
う
あ
る
（
八
六
二
頁
）。

経
済
学
協
会
に
て
は
去
十
五
日
（
第
三
土
曜
日
）
午
後
五
時
半
よ
り
富
士
見
軒
に
於
て
例
会
を
開
け
り
。
出
席
員
は
〔
…
…
〕
等
の
諸
氏
に
し
て
、

文
科
大
学
教
授
上
田
万
年
先
生
来
賓
と
し
て
臨
席
せ
ら
れ
た
り
。
晩
餐
後
、
日
本
国
語
の
起
源
に
就
て
学
問
上
最
も
有
益
な
る
同
先
生
の
演
説
あ
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り
、
尋
で
尾
崎
〔
三
良
〕
氏
は
今
後
の
財
政
策
に
就
て
目
下
の
問
題
た
る
償
金
使
用
法
を
演
説
せ
ら
れ
た
る
が
、
之
れ
に
就
て
は
渡
邊
（
洪
基
）、

曽
我
〔
祐
準
〕、
植
村
〔
俊
平
〕
氏
等
も
各
々
熱
心
に
其
意
見
を
述
べ
ら
れ
、
頗
る
激
論
あ
り
て
、
時
の
遷
る
を
覚
ゑ
ず
、
漸
や
く
十
二
時
頃
に

散
会
せ
り
、
右
演
説
筆
記
は
追
て
本
誌
に
掲
載
す
べ
し
、�

（〔　

〕
内
は
引
用
者
補
）

　

出
席
者
に
は
田
口
卯
吉
も
い
る
。
こ
こ
か
ら
六
月
一
五
日
に
上
田
が
演
説
（
こ
こ
で
は
「
日
本
国
語
の
起
源
」
だ
が
）
を
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
富
士
見
軒
は
、
麴
町
区
富
士
見
町
に
あ
っ
た
洋
食
店
。
洋
食
を
と
っ
て
か
ら
演
説
、
議
論
と
い
う
の
は
な
に
や
ら
ハ
イ
カ
ラ
で
も
あ
る
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
は
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
余
計
な
推
測
も
し
た
く
な
る
。
一
八
九
五
年
六
月
と
い
え
ば
、
と
き
あ
た
か
も
三
月
の
下
関
講
和
会
議

を
へ
て
四
月
に
日
清
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
る
も
即
座
に
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
三
国
干
渉
が
お
こ
な
わ
れ
て
ま
も
な
い
時
期
で
あ

る
。
こ
の
回
に
尾
崎
三
良
（
一
八
四
二
〜
一
九
一
八
、
官
僚
を
へ
て
当
時
は
貴
族
院
議
員
）
が
お
こ
な
っ
た
「
今
後
の
財
政
策
」
は
、
清
国
か
ら
の

賠
償
金
二
億
テ
ー
ル
の
使
い
道
に
つ
い
て
の
演
説
で
あ
り
、
議
論
が
も
り
あ
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
内
容
的
に
も
上
田
の
演
説
は
や
や

浮
い
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
、『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
七
八
一
号
（
一
八
八
五
年
七
月
六
日
）
の
「
経
済
学
協
会
演
説
」
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
ら
わ
れ
る
（
八

頁
）。本

篇
は
去
六
月
十
五
日
経
済
学
協
会
に
於
い
て
尾
崎
三
良
君
の
演
説
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
此
前
に
上
田
万
年
君
の
演
説
あ
り
た
れ
ど
も
、

編
纂
の
都
合
に
依
り
今
ま
茲
に
之
を
掲
載
し
、
次
回
に
上
田
君
の
演
説
を
掲
載
す
べ
し
、

　

尾
崎
三
良
は
、
前
年
三
月
に
田
口
ら
と
帝
国
財
政
革
新
会
を
結
成
、
政
府
の
財
政
政
策
に
意
見
す
る
な
ど
の
活
動
を
と
も
に
し
て
い
た
。
内
容
が

タ
イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、「
今
後
の
財
政
策
」
の
筆
記
録
は
二
号
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
（
次
号
に
は
渡
邊
洪
基
の
質
疑

も
掲
載
）。
尾
崎
の
日
記
に
は
こ
う
あ
る
。



75　　資料　上田万年演説「日本語学の本源」

六
月
十
五
日　

土　

雨

六
時
富
士
見
軒
ニ
至
ル
。
経
済
会
例
会
ナ
リ
。
予
ハ
戦
後
ノ
財
政
策
ト
云
題
ニ
テ
凡
ソ
一
時
間
余
ノ
演
舌
ヲ
為
ス
。
速
記
者
ア
リ
、
之
ヲ
速
記
ス
。

後
互
ニ
議
論
ア
リ
。
夜
十
一
時
三
十
分
散
会
。（
伊
藤
隆
・
尾
崎
春
盛
編
『
尾
崎
三
良
日
記　

下
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
、
七
一
頁
）

　

こ
の
日
の
日
記
は
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
り
、
上
田
の
演
説
に
つ
い
て
の
感
想
は
な
い
。
前
掲
資
料
で
は
開
会
は
五
時
半
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
尾

崎
が
若
干
遅
刻
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
最
初
に
食
事
を
と
る
の
で
た
い
し
た
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
お
お
い
に
議
論
が
も
り
あ
が

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

尾
崎
の
日
記
か
ら
は
速
記
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
速
記
者
と
は
い
う
も
の
の
、
速
記
術
を
習
得
し
た
速
記
者
と
い
う
よ
り
も
、
筆
記
者
と
い

う
程
度
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
上
田
の
演
説
は
毛
色
の
異
な
る
も
の
で
も
あ
り
、
資
料
中
に
固
有
名
、
専
門
用
語
の
書
き
も
ら
し

が
散
見
さ
れ
る
の
は
普
段
と
は
分
野
の
へ
だ
た
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
上
田
の
演
説
は
「
次
回
」
以
降
を
い
く
ら
さ
が
し
て
も
『
東
京
経
済
雑
誌
』
に
登
場
し
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
六
月
一
五
日
、
田
口
卯
吉
は
多
忙
で
あ
っ
た
。
三
国
干
渉
に
屈
し
た
政
府
の
責
任
を
明
確
に
す
る
、
軍
備
拡
張
を
求
め
る
、
な
ど
の

決
議
を
お
こ
な
う
た
め
、
帝
国
財
政
革
新
会
な
ど
が
芝
区
愛
宕
山
の
頂
上
に
あ
っ
た
愛
宕
館
（
一
八
八
九
年
開
業
）
に
午
後
一
時
に
あ
つ
ま
り
、
政

友
有
志
会
を
結
成
、
決
議
を
発
表
し
て
い
る
。
田
口
は
決
議
実
行
の
た
め
の
実
行
委
員
と
な
っ
た
（「
政
友
有
志
会
の
決
議
」『
東
京
経
済
雑
誌
』
七

七
九
号
、
一
八
九
五
年
六
月
二
二
日
、
八
五
七
―
八
五
八
頁
。
ち
な
み
に
尾
崎
三
良
の
名
前
は
な
い
）。
そ
の
後
、
五
時
半
か
ら
の
経
済
学
協
会
定

例
会
に
か
け
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
六
月
一
九
日
に
集
会
及
結
社
法
に
よ
り
政
友
有
志
会
の
解
散
を
命
じ
（「
政
友
有
志
会
の
結
社
禁
止
」、

同
前
、
八
五
八
頁
）、
六
月
二
六
日
に
田
口
ら
六
名
は
起
訴
さ
れ
た
。
田
口
は
罰
金
刑
を
う
け
る
も
控
訴
、
無
罪
を
か
ち
と
っ
て
い
る
（
田
口
親

『
田
口
卯
吉
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一
六
頁
）。
こ
う
し
た
、
日
清
戦
争
後
の
や
や
世
情
不
安
の
な
か
で
上
田
万
年
の
演
説
が
お
こ
な
わ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
田
口
は
政
治
的
に
多
忙
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
、
唐
突
で
急
な
上
田
へ
の
演
説
依
頼
に
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

と
も
あ
れ
、「
編
纂
の
都
合
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
不
明
だ
が
、
上
田
が
多
忙
で
十
分
な
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
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あ
ろ
う
か
、
不
完
全
な
筆
記
録
の
み
が
残
さ
れ
た
。
本
資
料
を
よ
く
み
る
と
、
終
盤
近
く
に
は
筆
記
者
と
は
お
そ
ら
く
別
の
手
に
よ
る
書
き
こ
み

（
漢
字
カ
タ
カ
ナ
）
が
端
の
方
に
細
か
く
な
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
へ
の
書
き
こ
み
も
あ
る
の
で
、
上
田
自

身
の
手
に
よ
る
も
の
か
不
明
だ
が
、
す
く
な
く
と
も
二
度
加
筆
修
正
さ
れ
た
も
の
が
和
綴
に
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
資
料
に
は
国
立
国
会
図
書
館
の
前
身
に
あ
た
る
帝
国
図
書
館
の
所
蔵
印
と
、「
昭
和
一
八
・
七
・
一
八
購
入
」
の
印
が
お
さ
れ
て
い
る
。

3
　「
日
本
語
学
の
本
源
」
の
内
容

　

こ
の
演
説
は
、
言
語
学
の
手
法
に
も
と
づ
い
た
「
日
本
語
学
」
の
あ
り
方
を
述
べ
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
「
日
本
語
」
の
起
源
（「
本
源
」）
を
め
ぐ

る
議
論
に
対
す
る
上
田
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
末
は
、
日
本
人
の
起
源
論
が
も
り
あ
が
る
な
か
で
日
本
語
の
起
源
に
も
注
目
が
あ
つ
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
国
語
学
者
・
大
野
晋

（
一
九
一
九
〜
二
〇
〇
八
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

日
清
戦
争
に
勝
つ
て
資
本
主
義
国
家
の
仲
間
に
入
り
か
け
た
日
本
は
、
民
族
精
神
を
強
く
振
起
し
、
国
家
主
義
の
体
制
を
整
へ
つ
つ
あ
つ
た
。
そ

こ
で
、
日
本
人
の
起
源
、
系
統
の
問
題
が
史
学
者
、
知
識
人
の
間
に
強
く
意
識
さ
れ
る
に
至
り
、
言
語
学
専
門
家
以
外
の
人
々
か
ら
日
本
語
の
系

統
に
関
す
る
論
議
が
提
出
さ
れ
始
め
た
。（
大
野
晋
「
日
本
語
の
系
統
論
は
ど
の
や
う
に
進
め
ら
れ
て
来
た
か
」『
国
語
学
』
一
〇
輯
、
一
九
五
二

年
九
月
、
六
一
頁
）

と
い
っ
た
時
代
背
景
が
あ
っ
た
。
大
野
は
「
言
語
学
専
門
家
以
外
」
の
例
と
し
て
、
本
資
料
で
も
登
場
す
る
井
上
哲
次
郎
や
田
口
卯
吉
な
ど
の
所
説

を
紹
介
し
て
い
く
の
だ
が
、
井
上
は
と
も
か
く
、
田
口
が
日
本
語
の
起
源
に
つ
い
て
論
じ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
こ
と
に
な
る

（「
国
語
上
よ
り
観
察
し
た
る
人
種
の
初
代
」『
史
学
雑
誌
』
一
二
篇
六
号
、
一
九
〇
一
年
六
月
、「
人
種
の
初
代
の
根
拠
地
を
決
す
る
は
国
語
に
如
く

な
し
」『
史
学
雑
誌
』
一
二
篇
一
〇
号
、
一
九
〇
一
年
一
〇
月
な
ど
）。
こ
う
し
た
議
論
は
思
い
つ
き
の
域
を
で
な
い
も
の
で
あ
り
、
学
問
的
に
十
分
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実
証
的
な
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
と
く
に
日
本
語
と
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
と
を
む
す
び
つ
け
よ
う
と
す
る
田
口
の
説
に
対
し
て
は
新
村
出
が

反
論
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（「
田
口
博
士
の
言
語
に
関
す
る
所
論
を
読
む
」『
言
語
学
雑
誌
』
二
巻
四
号
、
一
九
〇
一
年
七
月
）。
大
野
は
新
村
の
反

論
を
紹
介
し
た
あ
と
、「
言
語
学
専
門
家
が
慎
重
に
構
へ
て
容
易
に
系
統
を
断
じ
な
い
に
対
し
て
、
言
語
学
専
門
家
以
外
の
人
々
が
勇
敢
に
論
断
し

て
世
人
の
興
味
を
わ
き
立
た
せ
る
と
い
ふ
傾
向
は
、
こ
の
後
に
も
幾
度
か
繰
返
さ
れ
て
行
く
」（
大
野
晋
前
掲
論
文
、
六
三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
た
し
か
に
こ
の
構
図
は
く
り
か
え
さ
れ
る
。

　

一
八
九
五
年
時
点
で
、「
言
語
学
専
門
家
」
か
ら
の
反
論
は
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
だ
が
、
上
田
の
演
説
の
核
心
も

こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

上
田
は
「
言
語
学
」
は
こ
と
ば
の
規
則
を
あ
き
ら
か
に
す
る
学
問
で
あ
る
と
同
時
に
、
古
代
の
人
び
と
の
生
活
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
応

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
こ
れ
は
日
本
で
文
献
学
と
訳
さ
れ
たPhilologie

の
思
想
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
未
来
の
こ
と
ば
の
た
め
の
学
問
で
も

あ
る
べ
き
だ
と
す
る
。

　

上
田
は
日
本
語
の
起
源
に
つ
い
て
の
説
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
る
。
神
授
説
、
中
国
語
説
、
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
語
説
、
朝
鮮
語
説
、
マ
レ
ー

語
説
、
メ
キ
シ
コ
説
、
ビ
ル
マ
語
説
、
混
淆
説
。

　

と
く
に
ど
れ
に
軍
配
を
あ
げ
る
で
も
な
く
、
議
論
の
前
提
の
妥
当
性
を
問
う
て
い
く
。
つ
ま
り
、
比
較
対
象
と
す
べ
き
語
が
科
学
的
に
た
だ
し
く

構
築
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
比
較
言
語
学
の
大
前
提
と
い
え
る
の
だ
が
、「
若
し
本
源
を
論
ぜ
ん
と
す
る
に
は

我
々
は
精
確
な
る
土
臺
、
動
か
ざ
る
土
臺
を
以
て
新
た
に
仕
事
を
始
め
ざ
れ
ば
立
派
な
る
判
断
は
出
来
能
は
ざ
る
べ
し
と
考
ふ
る
な
り
」
と
立
場
を

明
確
に
し
め
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
日
本
語
の
歴
史
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
人
類
学
な
ど
の
学
問
の
援
用
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
が
、

あ
る
民
族
の
は
な
す
こ
と
ば
が
お
お
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る
こ
と
な
の
で
、
民
族
的
同
一
と
言
語
的
同
一
と
を
同
列
に
論
じ
る
こ
と
の
危

険
性
を
の
べ
、
宗
教
的
、
文
化
的
な
影
響
や
、
た
ん
な
る
類
似
を
み
き
わ
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

結
論
と
し
て
は
、「
今
少
し
深
く
研
究
を
尽
さ
ゞ
る
以
上
は
我
々
の
言
語
は
ウ
ラ
ル
、
ア
ル
タ
イ
に
属
す
る
と
か
、
或
は
印
度
、
亜
弗
利
加
に
属

す
る
と
か
云
ふ
如
き
こ
と
は
容
易
に
言
ひ
得
ず
、
否
単
に
事
実
の
上
よ
り
二
三
似
寄
り
の
点
を
取
り
来
り
て
是
れ
が
似
寄
れ
り
彼
が
似
寄
れ
り
と
云
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ふ
が
如
き
こ
と
は
学
問
上
取
る
能
は
ざ
る
な
り
」
と
い
う
も
の
で
、「
今
日
世
人
が
為
し
居
る
如
き
調
べ
方
に
て
は
到
底
精
確
な
る
結
果
は
得
ら
れ

ざ
る
べ
し
と
言
ふ
に
在
り
」
と
、
き
わ
め
て
ま
っ
と
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
強
調
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
田
口
卯
吉
が
ど
の
よ
う
な
顔
を
し
て
き
い

て
い
た
の
か
、
み
て
み
た
い
も
の
で
は
あ
る
。

　

な
お
、
上
田
が
一
八
九
五
年
五
月
に
脱
稿
し
、
翌
年
三
月
の
『
国
学
院
雑
誌
』（
二
巻
三
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
今
後
の
国
語
学
」（
の
ち
に
、

『
国
語
の
た
め
』
訂
正
再
版
、
冨
山
房
、
一
八
九
七
年
に
お
さ
め
る
）
に
は
以
下
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。「
日
本
語
学
の
本
源
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
語
の
起
原
な
ど
も
目
下
研
究
す
べ
き
屈
竟
の
問
題
な
り
。
我
が
国
の
諸
先
哲
は
、
此
の
問
題
に
つ
き
て
攻
究
せ
る
も
の
少
な
く
、
又
、
あ
り

て
も
人
類
学
的
の
観
察
に
は
乏
し
く
し
て
、
多
く
は
た
ゞ
自
然
に
此
の
土
に
発
生
し
た
る
、
所
謂
神
生
の
も
の
な
り
と
す
る
に
過
ぎ
ず
。
さ
れ
ど
、

輓
近
泰
西
諸
学
者
の
研
究
に
よ
り
て
、
種
々
の
説
行
は
る
ゝ
を
見
る
。
即
ち
、
或
は
東
北
の
方
、
ア
イ
ノ
人
種
、
西
北
の
方
、
西
比
利
亜
朝
鮮
よ

り
、
或
は
南
の
方
馬
来
半
島
よ
り
来
れ
り
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
又
、
西
の
方
支
那
よ
り
渡
れ
り
と
考
ふ
る
も
の
無
き
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
、
此
等

は
皆
人
類
学
を
基
礎
と
し
て
立
た
る
説
な
れ
ど
も
、
右
の
諸
説
の
中
、
い
づ
れ
尤
も
正
し
き
か
、
又
こ
れ
ら
の
諸
説
に
反
し
て
、
我
が
古
来
の
説

の
如
く
、
全
く
神
生
の
も
の
な
る
か
、
是
れ
、
実
に
今
日
の
国
語
学
者
が
研
究
す
べ
き
大
問
題
な
り
。（
上
田
万
年
（
安
田
敏
朗
校
注
）『
国
語
の

た
め
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
九
頁
）

　

日
本
語
の
起
源
に
つ
い
て
は
「
国
語
学
者
が
研
究
す
べ
き
大
問
題
」
と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る
も
の
の
、「
日
本
語
学
の
本
源
」
で
し
め
し
た
、

こ
う
し
た
諸
説
が
手
法
と
し
て
ま
ち
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
見
解
ま
で
は
の
べ
て
い
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
手
法
を
と
る
以
上
「
慰
み
仕
事
」
に
す
ぎ
な
く
な
る
覚
悟
を
も
て
、
と
断
言
し
て
い
る
「
日
本
語
学
の
本
源
」
の
方

が
上
田
の
本
音
に
ち
か
い
見
解
を
か
た
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
上
田
自
身
、
具
体
的
に
学
問
的
反
論
を
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
藤
岡
勝
二
（
一
八
七
二
〜
一
九
三
五
）
が
論
文
「
日
本
語
の
位
地
」

の
な
か
で
「
ウ
ラ
ル
ア
ル
タ
イ
の
言
語
」
の
一
四
の
条
件
を
か
か
げ
て
、
こ
れ
と
日
本
語
の
同
質
性
、
親
近
性
を
論
じ
て
、
明
治
期
の
系
統
論
の
ひ
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と
つ
の
到
達
点
を
示
し
た
の
は
一
九
〇
七
年
の
こ
と
で
あ
り
（『
国
学
院
雑
誌
』
一
四
巻
八
、
一
〇
、
一
一
号
、
一
九
〇
七
年
八
月
、
一
〇
月
、
一

一
月
）、
金
沢
庄
三
郎
（
一
八
七
二
〜
一
九
六
七
）
が
博
士
論
文
を
『
日
韓
両
国
語
同
系
論
』
と
し
て
三
省
堂
か
ら
出
版
し
た
の
は
一
九
一
〇
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
比
較
言
語
学
的
手
法
に
よ
る
研
究
の
登
場
に
は
、
い
ま
し
ば
ら
く
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

4
　「
日
本
語
学
の
本
源
」
の
本
文

〈
翻
字
に
あ
た
っ
て
〉

■
和
装
本
な
の
で
、
一
丁
表
、
三
丁
裏
な
ど
と
表
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
で
あ
る
こ
と
を
か
ん
が
み
、
参
照
の
便
宜
の
た
め
画
面
表

示
の
コ
マ
数
、
さ
ら
に
右
左
を
、
各
丁
の
最
初
の
文
字
の
脇
に
示
し
た
。
た
と
え
ば
4
右
と
あ
れ
ば
、
4
コ
マ
目
の
右
半
分
の
第
一
文
字
目
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

■
原
文
に
ほ
と
ん
ど
改
行
は
な
い
が
、
Ｌ
字
記
号
は
改
行
指
示
で
あ
る
と
判
断
し
、
改
行
し
た
。

■
外
国
人
の
人
名
、
外
国
語
の
単
語
な
ど
、
筆
記
者
が
き
き
と
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
に
は
、
冒
頭
の
一
字
と
○
○
字
ア
キ
な
ど
の
書
き
こ

み
が
さ
れ
て
い
る
の
で
〈
○
○
字
ア
キ
〉
な
ど
と
示
し
た
。
冒
頭
の
一
字
も
ふ
く
め
必
ず
し
も
正
解
で
は
な
い
。
編
集
上
の
○
○
字
ア
キ
と
い
う

指
示
に
は
し
た
が
っ
た
。

■
読
み
や
す
さ
の
た
め
の
ル
ビ
は
（　

）
で
記
し
た
。
そ
れ
以
外
の
ル
ビ
は
原
文
の
と
お
り
（
マ
マ
は
除
く
）。

■
漢
字
字
体
は
で
き
る
だ
け
原
文
に
忠
実
に
翻
字
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
會
」
と
「
会
」、「
國
」
と
「
国
」
な
ど
の
統
一
は
し
て
い
な
い
。

■
濁
音
表
記
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
助
詞
「
が
」
が
「
か
」
と
表
記
さ
れ
て
い
て
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

二左
3

十
字（

1
）

　
　
　
　
　

日
本
語
学
の
本
源

　
　
　
　
　
　
　

明
治
二
十
八
年
六
月
十
五
日
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経
済
学
協
會（

2
）に
於
て

�

文
学
士　

上
田
萬
年
君
演
説

去
る
月
曜
日
か
火
曜
日
の
こ
と
な
り
き　

田
口
君
の
御
親
類
な
る
上
田
ビ
ン（

3
）君
小
生
の
宅
を
訪
は
れ
田
口
君
よ
り
此
會
へ
出
て
何
か
一
席
述
べ
よ

と
の
旨
を
傳
へ
ら
る（

4
）、
然
る
に
此
會
は
経
済
會
ゆ
ゑ
余
の
専
門
と
す
る
所
と
関
係
す
る
こ
と
な
し
と
云
ふ
も
不
可
な
き
か
故
に
一
應
御
断
り
申
し

た
り
、
然
る
に
何
に
て
も
宜
し
き
ゆ
ゑ
一
席
述
ぶ
る
様
に
と
の
達
（
た
っ
）て
の
御
言
葉
に
付
き
、
未
熟
を
も
顧
み
ず
出
席
し
て
日
本
語
学
の
本
源
と
云右

4

ふ
こ

と
に
付
て
少
し
く
陳
述
す
る
こ
と
と
な
り
た
り
、

本
会
は
多
く
実
業
上
経
済
上
に
従
事
せ
ら
る
ゝ
方
々
の
会
合
な
れ
ば
一
方
の
側
よ
り
見
れ
ば
餘
興
と
も
な
り
、
又
一
方
よ
り
見
れ
ば
田
口
君
の
如
き

は
日
本
語
学
に
付
き
又
日
本
人
種
に
付
て
の
御
研
究
も
あ
る
や
に
承
れ
ば
多
少
其
間
に
関
係
を
附
け
得
べ
し
と
信
ず
、

近
頃
に
至
り
日
本
語
の
こ
と
に
付
き
て
議
論
を
立
つ
る
こ
と
も
大
に
為
し
易
く
な
り
た
る
様
あ
り
、
現
に
田
口
君
は
日
本
人
種
論
を
経
済
雑左

4

誌（
5
）に

掲
載
せ
ら
れ
又
高
橋
五
郎
君（

6
）は
日
本
語
と
蒙
古
語
及
び
マ
レ
ー
語
と
の
関
係
を
八
紘
と
云
へ
る
雑
誌（

7
）に
續
々
掲
載
せ
ら
る
ゝ
を
見
受
け
た
り
、

さ
れ
ば
此
場
合
に
於
て
日
本
語
の
本
源
に
付
き
て
余
の
平
素
考
ふ
る
所
を
述
ぶ
る
も
無
理
な
ら
ざ
る
べ
し
、

本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
少
し
く
申
置
き
た
き
こ
と
は
言
語
学
と
云
ふ
こ
と
な
り
、
是
れ
は
極
め
て
近
頃
日
本
に
入
来
た
る
学
問
に
て
明
治
十
九
年
に

チ
ヤ
ン
バ
レ
ー
ン（

8
）か
大
学
に
於
て
日
本
語
の
講
義
を
為
せ
し
時
よ
り
表
面
上
日
本
語
の
研
究
か右

5

初マ
マ

ま
り
た
り
と
云
ふ
も
不
可
な
か
る
べ
し
、
偖
（
さ
て
）言

語
の
研
究
と
は
抑
々
如
何
な
る
こ
と
を
為
す
も
の
な
り
や
と
云
ふ
に
世
界
の
言
語
を
一
纏
め
と
し
、
其
言
語
の
上
に
あ
る
現
象
を
取
調
べ
て
区
別
を

為
し
其
上
に
て
規
則
を
発
見
す
る
を
第
一
の
目
的
と
為
す
、
而
し
て
論
す
る
所
は
言
語
上
の
法
律
規
則
を
定
む
る
を
目
的
と
す
れ
ど
も
其
二
つ
を
應

用
す
る
方
法
あ
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
第
一
は
古
代
の
開
化
即
ち
言
語
を
話
し
居
る
人
に
付
き
て
其
人
が
今
日
の
如
く
歴
史
的
の
時
代
に左

5

あ
ら
ざ
る
即
ち
歴
史
な
き
時
分
に
は
如
何
な
る
生
活
を
為
し
た
り
や
と
云
ふ
こ
と
の
研
究
に
大
な
る
光
輝
を
與
へ
又
一
方
に
は
日
本
語
な
り
支
那
語

な
り
總
て
言
語
と
云
ふ
も
の
は
如
何
な
る
方
針
に
進
む
か
に
向
ッ
て
充
分
の
忠
告
を
為
す
学
問
に
て
あ
る
な
り
、
假
に
日
本
語
の
場
合
を
以
て
述
ぶ

れ
ば
今
日
の
日
本
語
と
云
へ
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
な
る
か
、
和
学
者
の
言
ひ
つ
ゝ
あ
る
如
く
中
古
の
日
本
語
を
以
て
我
々
は
甘
ず
べ
き
か
、
或

は
現
今
の
日
本
語
を
今
少
し
変
じ
て
世
界
へ
打
て
出
る
時
の
日
本
語
は
如
何
に
す
べ
き
か
を
判右

6

断
し
、
又
東
洋
の
商
業
上
に
付
き
て
英
語
を
以
て
通
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用
す
る
言
語
と
為
す
の
可
否
又
日
本
語
は
そ
れ
だ
け
力
を
保
つ
こ
と
を
得
る
や
否
や
事
是
れ
ま
で
言
語
学
上
養
成
し
来
り
た
る
所
の
考
案
に
付
て
今

日
我
々
か
他
の
サ
イ
エ
ン
ス
を
利
用
し
た
ら
ん
に
は
大
に
判
断
力
な
る
も
の
の
助
け
を
為
す
に
足
ら
ん
と
信
ず
、
現
に
西（
シ
ベ
リ
ア
）

伯
利
亜
、
支
那
、
朝
鮮
、

或
は
ア
イ
ヌ
語
は
如
何
な
る
働
を
為
す
か
を
知
る
は
大
に
此
学
問
の
力
に
依
て
順
席
を
立
つ
る
を
得
べ
し
と
信
ず
、
殊
に
諸
君
か
従
事
せ
ら
る
ゝ
実

業
教
育
上
日
本
語
は
果
し
て
従
来
の
儘
に
て
可
な
り
や
否
や
と
云
ふ
こ
と
も
是
れ
亦
此
学
問
の
光
に
て
五左

6

年
乃
至
十
年
間
に
究
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

問
題
な
る
べ
し
と
思
は
る
、
要
す
る
に
言
語
学
は
極
め
て
新
学
問
な
れ
ど
も
右
の
如
き
方
針
に
て
進
む
べ
き
も
の
な
り
、
而
し
て
此
学
問
の
入
り
来

り
し
結
果
と
し
て
日
本
語
の
研
究
も
今
日
ま
で
の
見
方
と
異
な
り
古
代
の
こ
と
を
論
す
る
に
も
又
将
来
の
日
本
語
の
発
達
を
論
ず
る
に
も
大
に
其
方

針
ヲ
異
に
す
る
に
至
ら
む
こ
と
は
御
互
に
覚
悟
し
て
可
な
り
と
思
ふ
、
故
に
今
日
に
於
て
日
本
語
学
は
其
方
針
を
以
て
進
み
行
く
も
の
な
り
と
云
ふ

こ
と
を
茲
に
述
べ
置
く
な
り
、
さ
れ
ば
余
は
今
日
其
方
針
を
以
て
日
本
語
の
本
源
を右

7

論
ず
る
考
な
り
、

日
本
語
の
本
源
と
云
ふ
こ
と
に
付
き
て
の
従
来
の
説
は
余
の
記
憶
す
る
所
に
依
れ
ば
非
常
に
多
く
し
て
其
数
概
ね
七
八
種
も
あ
ら
ん
か
と
思
は
る
、

一
々
詳
述
す
る
こ
と
は
出
来
ざ
る
に
よ
り
概
略
を
述
べ
む

第
一
説　

神
か
人
を
作
り
た
る
も
の
に
し
て
人
を
作
る
と
同
時
に
人
に
話
を
為
す
力
を
與
へ
た
り
と
云
ふ
説
と
、
之
に
伴
ふ
て
人
は
自
ら
生
れ
た
る

も
の
な
り
、
自
ら
生
れ
た
る
が
故
に
又
自
ら
話
す
力
を
有
す
る
も
の
な
り
と
云
ふ
説
あ
り
、
其
見
方
は
神
が
作
り
た左

7

る
も
の
な
り
と
云
ふ
説
と
人
の

作
り
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
説
と
は
大
な
る
相
違
あ
れ
ど
も
此
二
説
ハ
先
づ
一
纏
め
と
し
て
可
な
ら
む
、
斯
は
和
学
者
の
謂
ふ
所
の
言
語
説
に
し
て
、

西
洋
に
も
ゴ
ツ
ド
か
與
へ
た
り
と
か
、
或
は
人
間
が
作
り
出
し
た
も
の
と
か
云
ふ
説
あ
れ
ど
も
是
れ
と
は
餘
程
相
違
あ
り
、

第
二
説　

支
那
人
種
が
日
本
に
来
り
作
り
た
る
も
の
な
り
、
故
に
支
那
人
種
の
言
語
即
ち
日
本
人
種
の
言
語
な
り
と
人
種
の
点
よ
り
論
ず
る
者
あ
り
、

此
点
に
付
き
て
は
日
本
に
て
も
古
き右

8

人
は
多
少
其
考
を
有
す
る
者
あ
り
、
英
吉
利
に
て
も
ホ
〈
三
字
ア
キ
〉
と
云
ふ
人
は
日
本
語
は
支
那
語
な
り
と

の
説
を
な
せ
り（

9
）

第
三
説　

日
本
人
は
ウ
ラ
ル
山
ア
ル
タ
イ
山
地
方
即
ち
北
西
伯
利
亜
地
方
の
人
種
に
属
す
、
故
に
日
本
人
の
言
語
は
其
人
種
の
言
語
に
相
違
な
し
と
、

此
こ
と
は
最
も
古
き
考
に
し
て
ウ
イ
ン
ナ
の
大
学
に
居
り
た
る
ポ
ル
ラ
ン
ド
と
云
ふ
人
の
考
証
な
り（

10
）、
高
橋
五
郎
君
の
書
か
れ
た
る
論
説
中
に
も

ポ
ー
ラ
ン
ド
ゲ
ー
ボ
ル
と
云
ふ
匈（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

牙
利
の
学
者（

11
）の
説
に
匈
牙
利
語
、
メ
ジ
ヤ
ル
語（

12
）と
日
本
語
と
似
寄
り
居
る左

8

と
の
説
あ
り
、
メ
ジ
ヤ
ル
は
矢
張

ウ
ラ
ル
、
ア
ル
タ
イ
に
属
す
る
言
語
な
り
、
田
口
君
の
言
は
る
ゝ
如
く
若
し
日
本
人
種
が
蒙
古
人
種
に
て
あ
り
と
せ
ば
、
日
本
の
言
語
は
蒙
古
人
種
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の
言
語
と
異
な
ら
ず
と
云
ふ
に
は
あ
ら
ざ
る
か
と
思
は
る
、

ウ
ラ
ル
、
ア
ル
タ
イ
の
こ
と
に
付
き
て
少
し
述
べ
た
き
こ
と
は
抑
（
そ
も
そ
も
）、
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
を
作
り
し
は
ア
カ
デ
ヤ（

13
）人
種
な
り
、
此
ア
カ
デ
ヤ
人
種
の
言
語

と
日
本
語
と
ハ
似
寄
れ
り
、
さ
れ
ば
ウ
ラ
ル
、
ア
ル
タ
イ
の
人
種
は
或
は
ア
カ
デ
ヤ
の
人
種
が
四右

9

方
へ
移
轉
せ
し
に
は
あ
ら
ず
や
と
云
ふ
説（

14
）も
あ

り
と
思
ふ
、
此
こ
と
は
何
人
が
述
べ
た
る
か
と
云
ふ
こ
と
は
忘
れ
た
れ
ど
も
何
れ
調
べ
た
る
上
御
話
す
べ
し

第
四
説　

朝
鮮
語
と
日
本
語
と
の
関
係
な
り
、
是
れ
は
前
に
英
吉
利
公
使
館
に
居
り
た
る
イ
ス
ト
ン（

15
）の
考
案
な
り
、
此
考
案
は
従
来
日
本
語
の
本

源
に
付
き
て
出
で
た
る
論
文
中
に
於
て
能
く
適
し
居
る
側ガ
ハ

な
り
、
如
何
と
な
れ
ば
発
音
の
側
文
法
の
側
よ
り
云
ふ
も
日
本
語
と
朝
鮮
語
と
能
く
似
寄

り
居
る
と
の
こ
と
な
り
、

第左
9

五
説　

マ
レ
ー
語
に
属
す
る
と
云
ふ
説
な
り
、
是
れ
は
井
上
哲
次
郎
君（

16
）等
の
唱
道
す
る
所
に
し
て
日
本
人
種
は
ウ
ラ
ル
山
、
満
州
等
を
経
て
マ

レ
ー
よ
り
来
れ
る
も
の
な
り
と
云
ふ
に
あ
り
、
此
他
欧
羅
巴
人
中
に
も
此
説
を
為
す
も
の
あ
り
し
や
に
思
は
る
れ
ど
も
今
判
然
記
臆
せ
ず

第
六
説　

此
説
は
日
本
語
が
其
處
よ
り
来
り
た
り
と
云
ふ
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
墨（
メ
キ
シ
コ
）

西
哥
の
ト
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ふ
人
種
と
日
本
人
と
関
係
あ
り
と

云
ふ
こ
と
な
り
、
余
は
其
原
文
を
見
た右

₁₀

る
こ
と
は
な
き
も
フ
〈
二
字
ア
キ
〉
の
書
き
た
る
書
の
中
に
参
考
と
し
て
載
せ
あ
る
が
故
に
斯
の
如
き
説
の

あ
る
こ
と
を
認
め
置
く
も
不
可
な
か
る
べ
し

第
七
説　

緬（
ビ
ル
マ
）甸語
と
日
本
語
と
の
関
係
を
説
き
た
る
も
の
な
り
、
併
し
此
説
は
考
証
の
附
き
居
る
に
あ
ら
ず
し
て
言
語
の
組
立
方
を
論
じ
た
る
説
の

様
に
思
は
る（

17
）、

第
八
説　

人
種
混
同
の
説
な
り
、
日
本
人
種
は
種
々
な
る
人
種
が
集
合
し
た
る
も
の
な
る
が
故
に
従
て
日
本
語
の
中
に
は
種
々
な
る
部
類
の
言
語
が

混
同
し
て
進左

₁₀

歩
し
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
説
な
り
、
此
説
は
能
く
記
憶
せ
ざ
れ
ど
も
左
程
古
き
説
に
あ
ら
ず
、
エ
〈
二
字
ア
キ
〉
ポ
ッ
ト
、
及
び
余

の
師
な
る
カ
〈
二
字
ア
キ
〉（18
）の
説
な
ど
は
矢
張
此
説
の
中
に
属
す
、
此
の
混
同
説
は
即
ち
マ
レ
ー
語
支
那
語
朝
鮮
語
等
種
々
な
る
説
を
取
り
最
も

善
き
と
こ
ろ
を
混
合
し
た
る
も
の
な
れ
ば
最
も
平
易
に
し
て
最
も
都
合
宜
し
け
れ
ど
も
レ
〈
二
字
ア
キ
〉
の
説
よ
り
は
細
か
な
ら
ず
と
言
ふ
こ
と
を

得
べ
し
、

尚
一
言
す
べ
き
ハ
物
集
高
見（

19
）先
生
の
意
見
な
り
、
先
生
の
意
見
ハ
日右

₁₁

本
人
種
は
天
孫
の
降
臨
し
た
る
も
の
に
し
て
其
前
に
、
日
本
に
は
種
々
の
人

種
居
り
天
孫
御
降
臨
な
さ
る
ゝ
ま
で
は
一
種
特
別
な
る
言
語
あ
り
た
れ
ど
も
人
と
御
交
際
に
な
り
即
ち
人
民
を
清
め
た
ま
ひ
し
と
共
に
其
以
前
に
使
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用
せ
し
言
語
を
忘
れ
て
土
蕃
の
言
語
を
採
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
に
あ
り

本
源
説
ハ
先
づ
チ
ヨ
ツ
と
述
ぶ
る
も
斯
の
如
く
七
八
種
あ
り
、
故
に
諸
種
の
書
物
を
取
調
べ
た
ら
ん
に
は
尚
ほ
多
く
の
箇
条
を
立
て
、
御
話
し
す
る

こ
と
を
得左

₁₁

べ
し
、

さ
れ
ど
余
の
眼
よ
り
見
る
と
き
は
斯
る
日
本
語
の
本
源
説
ハ
何
の
理
窟
あ
る
か
を
疑
ふ
な
り
、
凡
そ
議
論
を
為
す
に
は
先
づ
其
議
論
を
為
す
土
臺
た

る
べ
き
も
の
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
然
る
に
是
等
の
論
者
の
調
べ
居
る
眼
目
に
著
目
す
る
と
き
は
一
点
の
疑
を
生
ぜ
ざ
る
を
得
ず
、
而
し
て
西
洋

人
中
日
本
語
の
起
源
に
付
て
説
論
し
た
る
も
の
を
見
る
に
欧
羅
巴
に
於
て
研
究
し
た
る
人
の
中
に
て
は
ホ
〈
二
字
〉（20
）が
最
も
良
き
見
識右

₁₂

を
有
す
る

も
の
の
如
し
、
然
れ
ど
も
徳
川
時
代
又
ハ
足
利
時
代
の
日
本
語
を
以
て
西
伯
利
亜
地
方
の
言
語
と
比
較
し
居
る
が
如
き
こ
と
あ
り
て
は
如
何
に
良
き

判
断
な
り
と
も
之
を
良
判
断
と
云
ふ
能
は
ず
、
又
日
本
人
の
調
べ
た
る
所
に
て
も
今
日
ま
で
徳
川
時
代
の
言
語
は
如
何
、
足
利
時
代
は
如
何
、
或
は

王
朝
の
言
語
は
如
何
、
古
事
記
日
本
紀
は
耶
蘇
紀
元
後
七
百
十
二
年
頃
に
作
ら
れ
た左

₁₂

る
も
の
な
る
が
そ
れ
よ
り
以
前
の
言
語
は
如
何
、
即
ち
文
字
と

な
り
て
我
々
の
手
に
入
る
ま
で
の
言
語
は
歴
史
に
依
る
も
能
く
分
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
神
武
天
皇
の
紀
元
ま
で
は
如
何
と
云
ふ
に
我
々
の
言
語
に
て
あ

り
な
が
ら
之
を
考
へ
出
す
こ
と
能
は
ず
、
又
西
洋
人
の
比
較
す
る
所
は
日
本
語
の
歴
史
に
付
て
調
べ
た
る
考
案
に
あ
ら
ず
し
て
藻
塩
草（

21
）或
は
徳
川

時
代
の
小
説
を
以
て
日
本
語
の
比
較
を
為
し
居
る
が
故
に
遺
憾
な
る
こ
と
の
多
き
言
を
俟
た
ず
、
假
に
日
本
語
は
そ右

₁₃

れ
に
て
可
な
り
と
す
る
も
其
比

較
す
る
所
の
マ
レ
ー
語
或
は
蒙
古
語
と
云
へ
る
も
の
は
果
し
て
日
本
語
と
比
較
し
得
べ
き
時
代
の
言
語
な
り
し
か
と
云
ふ
こ
と
も
是
れ
亦
我
々
は
疑

は
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
、
而
し
て
日
本
語
を
取
る
に
耶
蘇
紀
元
八
世
紀
頃
の
言
語
を
取
り
蒙
古
語
或
は
満
州
語
も
亦
同
じ
く
八
世
紀
九
世
紀
頃
の
言

語
を
取
り
て
イ
ン
ダ
ク
チ
ー
ブ（

22
）に
論
じ
而
し
て
是
れ
が
比
較
を
為
し
た
る
人
は
是
れ
ま
で
あ
ら
ざ
る
な
り
、
殊
に
蒙
古
語
或
は
ハ
〈
二
字
ア
キ
〉

の
言
語
は
ア
リ左

₁₃

ヤ
ン
人
が
大
に
軽
蔑
し
居
た
る
な
り
、
然
る
に
其
デ
ー
タ
ー
と
す
る
ハ
〈
二
字
ア
キ
〉
の
考
証
の
如
き
は
概
ね
宣
教
師
の
書
き
た
る

も
の
に
し
て
其
宣
教
師
は
何
程
の
学
力
を
有
す
る
か
と
云
ふ
に
極
め
て
古
き
学
派
に
属
し
発
音
法
或
は
言
語
に
適
ふ
た
る
心
理
学
的
の
研
究
と
云
ふ

如
き
こ
と
は
頭
脳
中
毫
も
之
な
き
な
り
、
斯
る
不
完
全
な
る
人
の
調
べ
た
る
も
の
を
以
て
日
本
語
を
比
較
し
て
論
ず
る
側
よ
り
観
察
す
る
も
我
々
の

採
て
以
て
証
拠
と
な
す
べ
き
確
然
た
る
も
の
の
出
づ右

₁₄

べ
し
と
は
思
は
れ
ざ
る
な
り
、
先
づ
今
述
べ
た
る
如
き
側
に
て
著
述
し
た
る
も
の
は
従
来
往
々

之
れ
あ
れ
ど
も
余
は
斯
る
も
の
に
拠
る
こ
と
を
好
ま
ざ
る
な
り
、
若
し
本
源
を
論
ぜ
ん
と
す
る
に
は
我
々
は
精
確
な
る
土
臺
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る

土
臺
を
以
て
新
た
に
仕
事
を
始
め
ざ
れ
ば
立
派
な
る
判
断
は
出
来
能
は
ざ
る
べ
し
と
考
ふ
る
な
り
、
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〈
別
行
〉

偖
言
語
を
卜
す
る
に
は
精
確
な
る
土
臺
に
依
る
べ
し
と
云
ふ
こ
と
は
次
に
起
る
所
の
問
題
と
な
る
な
り
、
其
は
即
ち
人
類
学
、
生
理
人
類
学
的
に
或

人
間
の
鼻
は
白
し
と
か
、
白左

₁₄

く
な
し
か
、
歯
は
如
何
、
腰
は
如
何
と
か
云
ふ
が
如
く
人
種
の
異
同
を
以
て
調
査
す
る
か
如
き
是
れ
亦
一
の
方
法
な
れ

ど
も
是
等
の
こ
と
は
寧
ろ
第
二
の
問
題
に
し
て
、
先
づ
第
一
に
言
語
上
の
比
較
標
準
を
取
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
道

理
な
り
、
然
ら
ば
言
語
の
上
に
如
何
な
る
標
準
を
取
る
か
と
云
ふ
に
第
一
に
我
々
の
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
点
は
音
韵
の
仕
組
に
あ
り
、
例
へ
ば

日
本
語
は
古
く
よ
り
清
音
の
み
に
て
バ
ビ
ブ
ベ
ボ
或
は
ダ
ヂ
ヅ
デ
ド
或
は
ガ
ギ
グ
ゲ右

₁₅

ゴ
と
云
ふ
か
如
き
濁
音
は
後
世
に
至
り
て
出
来
た
る
も
の
な
り
、

又
ラ
リ
ル
レ
ロ
の
音
の
変
化
す
る
前
に
ハ
前
に
母
韵
あ
れ
ど
も（

23
）他
の
国
に
は
之
な
し
、
斯
の
如
き
発
音
上
の
組
織
が
他
の
国
の
と
似
寄
り
居
る
や

否
や
と
云
ふ
こ
と
は
我
々
か
第
一
に
注
意
す
べ
き
こ
と
に
し
て
、
此
こ
と
に
付
て
論
ず
る
と
き
は
蒙
古
語
に
属
す
る
か
、
満
州
語
に
属
す
る
か
を
知

り
得
べ
し
、

併
し
尚
ほ
茲
に
一
の
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
日
本
語
は
五
十
音
と
云
へ
る左

₁₅

も
の
が
大
に
勢
力
を
得
、
假
名
を
以
て
總
て
の
発
音
を
書
く
こ

と
と
な
り
し
よ
り
以
来
古
く
発
音
し
た
る
も
の
も
皆
此
仮
名
の
勢
力
の
為
め
に
壓
せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
、
例
へ
ば
イ
ン
キ
な
ら
ば
イ

ン
キ
と
云
ふ
こ
と
を
イ
ン
ク
と
云
ふ
こ
と
と
し
、
若
し
こ
れ
に
て
不
都
合
あ
ら
ば
ケマ

マー
を
取
て
イ
ン
と
云
ふ
こ
と
と
為
す
か
如
き
発
音
上
の
キ
ヤ

〈
二
字
ア
キ
〉
と
し
又
ス
タ
〈
二
字
ア
キ
〉
な
ら
ば
ス
タ
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ふ
こ
と
か
普
通
朝
鮮
語
或
は
南
洋
の
言
語
に
あ
り
や
否
や
と
云
ふ
こ

と
に
著
目
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
此
側
に
於
て
は右

₁₆

未
だ
我
々
の
学
問
は
極
め
て
幼
稚
に
し
て
殊
に
假
名
を
貴
ぶ
か
故
に
殆
ど
比
較
す
る
土
臺
を
有
せ
ず

と
云
ふ
も
不
可
な
き
憐
れ
な
る
有
様
に
居
る
な
り
、

次
に
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
言
語
の
構
造
の
似
寄
り
と
云
ふ
こ
と
な
り
、
例
へ
ば
形
容
詞
が
名
詞
の
前
に
出
る
と
か
、
副
詞
が
動
詞
の
前
に
出

る
と
か
言
語
の
セ
ン
テ
ン
ス
は
各
國
異
同
あ
る
も
の
な
り
、
そ
れ
等
の
こ
と
が
果
し
て
似
寄
り
居
る
や
否
や
、
印
度
欧
羅
巴
語
と
日
本
語
と
は
大
に

相
違
あ
る
な
り
、
此
言
語
の左

₁₆

構
造
と
云
ふ
こ
と
を
論
ず
る
側
よ
り
す
れ
ば
日
本
語
と
蒙
古
語
と
は
全
く
一
致
す
る
も
の
の
如
し
、
即
ち
満
州
の
バ

〈
二
字
ア
キ
〉
を
飜
譯
し
た
る
一
書
あ
れ
ど
も
我
々
が
今
其
一
書
を
見
る
時
は
徹
頭
徹
尾
満
州
語
と
日
本
語
と
は
シ
ン
〈
二
字
ア
キ
〉
あ
る
な
り（

24
）、

然
る
と
き
は
日
本
語
は
正
し
く
蒙
古
語
に
属
す
る
と
云
ふ
こ
と
得
る
も
、
言
語
を
比
較
す
る
に
シ
ン
〈
二
字
ア
キ
〉
の
み
を
以
て
決
し
て
此
言
語
が

同
一
な
り
と
は
言
ひ
得
ざ
る
な
り
、
又
前
の
ホ
ル
〈
二
字
ア
キ
〉
の
発
音
上
の
異
同
を
見
る
に
二
つ
の
必
要
な
る
箇
條
あ
り
、
日
本
に
て
月
と
云
ふ
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こ
と
を
満マ
マ

満右
₁₇

州
に
て
ツ
キ
と
云
ふ
や
否
や
、
又
日
本
人
は
古
へ
の
北
蒙
古
人
種
か
変
化
し
た
る
も
の
な
り
と
せ
ば
其
言
語
は
一
々
似
寄
り
居
る
や
否

や
を
研
究
す
る
を
第
一
と
す
、
例
へ
ば
我
々
が
一
、
二
、
三
、
四
と
云
ふ
こ
と
を
ヒ
イ
、
フ
ウ
、
ミ
イ
、
ヨ
ウ（

25
）、
と
云
へ
ど
も
蒙
古
ア
ル
タ
イ
等

の
地
方
に
於
て
果
し
て
ヒ
イ
、
フ
ウ
、
ミ
イ
、
ヨ
ウ
と
云
ふ
発
音
あ
り
や
否
や
、
又
名
詞
、
代
名
詞
と
云
ふ
か
如
き
も
の
に
し
て
蒙
古
地
方
の
言
語

と
同
様
な
る
も
の
あ
り
や
否
や
、
其
他
日
本
に
て
は
行
く
と
云
ふ
こ
と
へ
「
ル
」
を
付
し
て
行
か
る
、
或
は左

₁₇

行
か
る
ゝ
と
か
云
へ
り
、
是
等
の
こ
と

が
蒙
古
、
満
州
等
に
あ
り
や
否
や
、
故
に
單
に
シ
ン
〈
二
字
ア
キ
〉
の
み
を
以
て
日
本
の
言
語
と
同
一
な
り
と
は
言
ふ
べ
か
ら
ず
、
或
は
人
種
と
人

種
の
交
際
あ
り
と
す
れ
ば
同
一
な
る
こ
と
も
あ
ら
ん
、
然
れ
ど
も
判
然
此
言
語
は
此
言
語
と
関
係
し
居
る
と
は
言
へ
ず

次
に
今
一
つ
の
要
件
は
言
語
の
上
に
は
必
ず
ア
〈
二
字
ア
キ
〉（26
）あ
る
な
り
、
日
本
に
て
月
と
云
ふ
こ
と
を
希
臘
に
て
は
ヤ
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ひ
、

メ
ヂ
ヤ（

27
）に
て
は
ア
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ひ
、
マ
〈
二
字
ア
キ
〉
に
て
は
ヒ
カ
ル
と
云
ひ
、
或
は
羅
甸
に
て
は
ロ右

₁₈

〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ふ
か
如
く
一

の
名
詞
に
は
必
ず
理
窟
あ
る
な
り
、
其
理
窟
が
似
寄
り
居
る
や
否
や
、
日
本
に
て
カ
ミ
と
云
ふ
こ
と
あ
れ
ど
も
此
神
と
云
ふ
こ
と
は
上
に
あ
る
上カ
ミ

と

同
じ
音
な
り
、
斯
の
如
く
上ウ
エ

と
云
ふ
カ
ミ
と
神
と
云
ふ
カ
ミ
と
の
相
違
あ
り
、
即
ち
心
理
的
事
物
を
観
察
し
て
此
カ
ミ
と
云
ふ
言
語
の
似
寄
り
あ
り

や
否
や
と
云
ふ
こ
と
は
著
目
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
、
其
名
の
附
け
方
を
ヘ
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ひ
又
独
逸
語
に
て
コ
〈
二
字
ア
キ
〉
と左

₁₈

云

ふ
其
は
物
を
見
て
其
物
の
或
特
点
を
取
て
名
を
附
す
る
も
の
な
り
、
其
名
の
附
け
方
は
種
々
の
人
種
に
依
て
相
違
あ
る
も
の
な
り
、
或
は
談
話
の
上

に
於
て
も
フ
〈
二
字
ア
キ
〉、
セ
〈
二
字
ア
キ
〉
の
二
種
あ
り
と
思
ふ
、
お
前
と
か
ア
ナ
タ
と
か
或
は
他
の
言
葉
を
以
て
云
ふ
と
き
ハ
三
人
固
め
て

言
ふ
が
如
き
ホ
ー
ム
あ
る
な
り
、
斯
く
考
へ
て
似
寄
り
あ
り
や
否
や
能
く
其
異
同
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

次
ハ
注
意
と
し
て
言
ふ
べ
き
こ
と
な
り
、
例
へ
ば
日
本
語
な
ら
ば
日
本
語
は
如
何
な
る
履
歴
を
有
す
る
や
と
云
ふ
こ
と
を
知右

₁₉

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
御

互
日
本
人
は
大
和
言
葉
な
り
、
併
な
か
ら
日
本
人
種
中
に
て
も
大
和
に
居
り
日
向
に
居
り
或
は
出
雲
に
居
り
し
が
如
き
こ
と
は
暫
く
措
い
て
、
大
和

は
一
の
都
な
れ
ば
大
和
に
て
発
達
し
た
る
日
本
民
族
な
り
、
さ
り
な
か
ら
そ
れ
よ
り
京
都
に
往
き
て
暫
く
王
朝
に
て
主
権
を
執
ら
せ
ら
れ
し
が
其
後

関
東
に
移
り
て
は
名
古
屋
其
他
に
種
々
影
響
あ
り
し
な
ら
ん
も
、
何
れ
に
せ
よ
大
和
言
葉
は
大
和
京
都
の
間
に
居
り
し
人
民
の
言
語
な
り
と
云
ふ
を

得
べ
し
、
然
ら
ば
大
和
京
都
の
言
葉左

₁₉

は
恰
も
今
日
東
京
に
て
用
ゐ
る
言
葉
が
発
達
し
た
る
如
く
、
而
し
て
此
東
京
の
言
葉
が
是
れ
よ
り
以
後
日
本
の

言
語
な
る
や
も
知
れ
ず
之
と
同
じ
く
我
々
は
今
日
大
和
言
葉
が
ホ
ー
ム
上
の
言
葉
な
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
、
さ
り
な
か
ら
其
他
の
部
分
即
ち
奥
羽

地
方
、
九
州
地
方
或
は
山
陽
地
方
に
て
は
如
何
な
る
言
語
を
以
て
話
せ
し
か
、
さ
れ
ば
当
時
主
権
者
の
言
葉
が
文
学
と
な
り
て
後
世
に
伝
は
り
、
主
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権
者
の
居
り
し
所
を
除
い
て
他
の
部
分
は
如
何
に
な
り
居
り
し
か
と
云右

₂₀

ふ
こ
と
は
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
即
ち
其
側ガ
ハ

に
付
て
我
々
が
今
日
よ
り
勉

む
べ
き
は
方
言
の
研
究
な
り
、
此
方
言
の
上
に
は
文
書
上
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
種
々
な
る
言
語
あ
る
な
り
、
其
側
の
研
究
成
り
て
而
し
て
他
国
の
言

語
を
調
べ
ざ
れ
ば
單
一
に
此
の
語
と
彼
の
語
と
比
較
し
て
直
に
言
語
が
似
寄
り
居
る
と
は
言
ひ
得
ざ
る
な
り

次
に
出
る
は
人
種
の
体
格
の
似
寄
り
即
ち
顔
色
の
似
寄
り
、
風
俗
の
似
寄
り
と
云
ふ
こ
と
な
れ
ど
も
行
相
学（

28
）或
は
人
類
学
も
研
究左

₂₀

上
大
な
る
助
け

と
な
ら
ず
と
は
言
は
ざ
れ
ど
も
人
種
の
こ
と
を
論
ず
る
は
第
一
の
希
望
た
る
言
語
を
調
ぶ
る
所
の
望
み
か
充
分
立
ち
た
る
後
に
人
種
の
方
に
論
究
す

る
こ
と
言
語
学
者
の
希
望
な
り

茲
に
御
参
考
ま
で
に
申
上
げ
た
き
こ
と
あ
り
、
日
本
の
風
俗
の
中
に
人
の
死
す
る
と
き
ハ
北
枕
に
す
る
風
俗
あ
り
是
れ
印
度
に
あ
る
風
俗
な
り
、
何

故
に
北
枕
と
す
る
こ
と
か
印
度
に
始
ま
り
し
か
と
云
ふ
に
印
度
の
北
に
方
（
あ
た
）ッ
て
イ
ン
タ
ル右

₂₁

河（
29
）云
ふ
河
あ
り
即
ち
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
に
沿
ふ
た
る
所
に
し

て
其
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
の
下
に
嶋
あ
り
、
而
し
て
印
度
の
人
死
亡
す
れ
ば
祖
先
の
居
り
た
る
方
へ
帰
る
も
の
な
り
と
云
ふ
て
北
枕
に
為
す
と
の
こ
と
な
り
、

其
風
俗
か
即
ち
佛
教
に
伴
ふ
て
日
本
へ
来
り
た
る
な
り
、
或
は
古
事
記
を
見
る
に
〈
三
字
ア
キ
〉
神（

30
）か
御
降
誕
あ
り
て
其
母
が
死
去
せ
ら
れ
た
り

と
云マ
マ

云
ふ
こ
と
あ
り
、
或
は
印
度
の
古
典
に
火
を
製
し
て
其
火
を
以
て
人
家
を
焼
失
せ
し
と
云
ふ
か
如
き
こ
と
あ左

₂₁

れ
ど
も
是
等
は
一
の
ミ
ソ
ロ
ジ
ー

な
り
、
斯
の
如
く
信
仰
の
上
或
は
風
俗
の
こ
と
は
諸
所
に
旅
す
る
も
の
な
り
、
さ
れ
ば
印
度
と
日
本
と
は
全
く
関
係
な
き
も
佛
教
な
る
も
の
あ
り
て

其
二
つ
を
結
び
附
け
た
る
も
の
な
れ
ば
、
衣
食
住
其
他
風
俗
の
如
き
は
決
し
て
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
只
そ
れ
だ
け
の
こ
と
に
て
人
種
の
関
係
如

何
を
論
ず
る
は
甚
だ
危
険
な
り
、
言
語
は
人
種
の
関
係
を
自
然
に
示
す
も
の
に
し
て
貴右

₂₂

き
も
の
あ
る
こ
と
勿
論
な
れ
ど
も
一
二
風
俗
言
語
の
似
寄
り

を
以
て
日
本
語
の
本
源
を
論
ず
る
は
大
に
誤
り
た
る
考
な
り
、

抑
言
語
は
非
常
に
移
り
易
き
も
の
に
し
て
印
度（

31
）の
黒
人
も
佛
蘭
西
語
を
話
し
我
々
と
雖
も
英
語
を
使
用
し
得
る
に
至
る
こ
と
は
容
易
な
る
こ
と
な

り
、
故
に
英
語
な
ら
ば
英
語
、
支
那
語
な
ら
ば
支
那
語
を
談
ず
る
人
は
支
那
人
と
交
通
を
為
し
た
る
人
に
て
、
即
ち
日
本
人
に
し
て
若
し
支
那
へ
移

り
往
か
ん
と
す
る
望
み
あ
れ
ば
支
那
語
を
採
用
す
る
こ左

₂₂

と
を
得
、
否
我
々
か
故
意
に
変
ず
る
こ
と
を
得
る
も
の
な
れ
ば
此
点
は
能
く
注
意
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
、
古
き
所
は
分
ら
ざ
れ
ど
も
今
日
歴
史
的
の
世
界
と
な
り
て
は
斯
る
場
合
は
數
多
あ
る
な
り
、
故
に
必
ず
し
も
言
語
の
同
一
と
云
ふ
こ
と
の

み
を
以
て
人
種
の
同
一
を
論
ず
る
こ
と
能
は
ず
、

尚
ほ
一
つ
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
さ
る
は
言
語
は
種
々
の
影
響
を
受
け
て
変
ず
る
と
云
ふ
こ
と
な
り
、
他
國
の
人
民
と
交
際
す
る
と
き
は
必
ず
自
己
の
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言
語
が
変
ず
る
も
の
な
り
、
若右

₂₃

し
他
の
人
民
と
交
際
す
る
も
其
言
語
が
変
ぜ
ず
と
す
れ
ば
其
國
の
言
語
は
開
化
の
上
に
於
て
大
に
進
歩
し
居
る
か
或

は
言
語
は
劣
り
居
る
も
人
民
が
故
意
に
自
國
の
言
語
を
尊
ん
で
他
国
の
言
語
を
入
れ
ず
と
云
ふ
意
識
的
の
働
き
あ
る
な
り
、
例
へ
ば
独
逸
の
如
き
随

分
或
時
は
見
す
ぼ
ら
し
き
国
民
な
り
し
が
彼
等
は
羅
甸
語
佛
蘭
西
語
を
採
用
せ
ず
し
て
運
動
し
た
る
結
果
今
日
の
独
逸
語
と
な
り
居
る
有
様
な
り（

32
）、

是
等
は左

₂₃

即
ち
故
意
に
変
ぜ
ざ
る
場
合
な
り
と
云
ふ
、
併
な
か
ら
其
多
く
の
場
合
は
大
抵
一
國
の
人
民
が
他
国
と
交
通
を
始
む
る
時
は
必
ず
言
語
の
混

淆
す
る
こ
と
あ
る
な
り
、
其
最
も
盛
ん
な
る
も
の
は
戦
争
な
り
、
戦
争
の
結
果
と
し
て
勝
ち
た
る
人
の
言
語
は
負
け
た
る
人
の
言
語
を
壓
制
す
る
こ

と
は
普
通
の
場
合
に
應
用
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
、
例
せ
ば
英
吉
利
の
如
き
始
め
カ
〈
二
字
ア
キ
〉
人（

33
）の
居
り
た
る
所
へ
ロ
ー
マ
ン
来
り
て
ロ
ー

マ
ン
語
と
な
り
、
其
後右

₂₄

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
来
り
て
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
語
と
な
り
、
後
又
ノ
ル
マ
ン
人
来
り
て
ノ
ル
マ
ン
語
と
な
り
た
り
、
是

れ
即
ち
征
服
し
た
る
人
の
言
語
、
主
権
者
の
言
語
か
被
治
者
の
言
語
と
な
る
場
合
な
り
、
佛
蘭
西
も
亦
然
り
、
ジ
ユ
リ
ヤ
ス
シ
ー
ザ
ー
居
り
し
時
分

に
は
羅
甸
語
大
に
行
は
れ
、
其
後
〈
三
字
ア
キ
〉
人
来
り
て
コ
〈
二
字
ア
キ
〉
語
行
は
れ
た
り（

34
）、
又
之
に
反
し
て
仮
令
戦
争
に
勝
ち
た
る
も
其
戦

勝
者
の
開
化
か
劣
る
時
は
開
化
の
優
り
た
る
者
は
良
し
戦
争
に左

₂₄

は
敗
れ
た
り
と
す
る
も
其
戦
敗
者
の
言
語
に
引
附
け
ら
る
ゝ
と
云
ふ
一
の
場
合
あ
り
、

例
へ
ば
支
那
の
言
語
を
見
る
に
蒙
古
、
元
等
に
征
服
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
支
那
人
の
開
化
は
始
終
野
蛮
人
よ
り
も
進
歩
し
居
た
る
が
為
め
に
其
影
響
を

受
け
ず
元
蒙
古
等
を
引
附
け
た
り
、
此
例
に
於
て
先
刻
述
べ
た
る
物
集
先
生
の
天
孫
が
日
本
へ
降
臨
せ
ら
れ
大
和
に
居
を
占
め
ら
れ
土右

₂₅

人
の
言
語
と

変
ぜ
ら
れ
し
と
云
ふ
説
は
如
何
あ
ら
ん
か
と
思
は
る
、
何
と
な
れ
ば
当
時
土
人
の
言
語
は
正
し
く
天
孫
の
言
語
よ
り
進
み
居
り
し
か
余
は
大
に
之
を

疑
ふ
な
り
、

其
他
商
法
に
於
て
も
亦
然
り
商
業
盛
大
に
し
て
其
商
法
上
権
力
あ
る
国
の
言
語
は
大
に
行
は
る
ゝ
も
の
な
り
、
例
へ
ば
亜（
ア
フ
リ
カ
）

弗
利
加
の
亜（
ア
ラ
ビ
ア
）

剌
比
亜
語
に

於
け
る
、
南
亜
米
利
加
の
西（
ス
ペ
イ
ン
）

班
牙
語
に
於
け
る
、
又
東
洋
の
英
吉
利
語
に
於
け
る
か
如
き
皆
各
々
其
商
業
上
の
権
力
を
有左

₂₅

す
る
國
の
言
語
に
引
附
け

ら
る
ゝ
も
の
な
り
、
又
宗
教
上
に
於
て
も
佛
教
、
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
、
耶
蘇
、
マ
ホ
メ
ツ
ト
等
各
々
其
宗
教
上
大
に
勢
力
を
及
ぼ
す
所
に
は
従
ッ
て

宗
教
を
代
表
す
る
所
の
言
語
を
以
て
其
言
語
の
媒
介
を
為
す
も
の
な
り
、

学
問
も
亦
然
り
、
欧
羅
巴
今
日
の
学
問
は
グ
〈
二
字
ア
キ
〉
に
し
て
、
日
本
に
も
亦
今
日
漢
語
あ
る
が
如
く
学
問
か
非
常
に
盛
大
に
研
究
さ
る
ゝ
と

き
は
其
学
問
を
代
表
す
る
言
語
の
行
は
る
ゝ
ハ
毎
（
つ
ね
）に
見
る
所
な
り
、

斯
く
種
々
に
比
較
し
見
る
と
き
は右

₂₆

總
て
実
力
を
有
す
る
所
の
言
語
が
行
は
る
ゝ
こ
と
は
明
か
な
り
、
故
に
日
本
語
を
論
ず
る
に
は
前
述
ぶ
る
如
く
言
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語
は
種
々
の
影
響
を
蒙
り
て
種
々
に
異
な
る
も
の
な
る
こ
と
を
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

而
し
て
印
度
語
欧
羅
巴
語
或
は
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
語
の
如
き
は
今
日
も
立
派
に
研
究
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
、
又
ヘ
〈
二
字
ア
キ
〉、
ア
〈
二
字
ア

キ
〉
或
は
希
臘
羅
甸
語
の
如
き
耶
蘇
紀
元
三
四
世
紀
頃
の
も
の
と
雖
も
今
日
眼
前
に
取
り
て
比
較
す
る
こ
と
を
得
べ
き
も
日
本
の
如左

₂₆

き
は
嶋
國
に
し

て
二
千
年
以
上
殆
と
鎖
国
的
の
生
活
を
為
し
た
る
人
種
な
り
、
又
亜
細
亜
大
陸
の
如
き
始
終
兵
馬
の
為
め
に
蹂
躙
せ
ら
れ
た
り
、
南
洋
諸
嶋
は
随
分

人
種
の
異
同
あ
れ
ば
斯
る
場
合
に
印
度
欧
羅
巴
説
を
認
む
る
や
、
又
日
本
語
の
上
に
於
て
認
む
る
こ
と
得
る
や
否
や
、
余
は
寧
ろ
能
は
ず
と
信
ず
、

然
ら
ば
如
何
す
べ
き
か
と
云
ふ
に
已
む
を
得
ず
日
本
に
残
り
居
る
言
語
中
亜
細
亜
大
陸
の
言
語
或
は
南
洋
諸
嶋
に
残
り
居右

₂₇

る
言
語
と
多
少
の
似
寄
り

あ
る
や
否
や
を
研
究
す
れ
ば
自
然
分
る
べ
し
と
信
ず
、
而
し
て
今
日
以
後
は
進
て
西
伯
利
亜
或
は
支
那
北
部
等
の
言
語
も
研
究
す
る
こ
と
を
得
べ
し
、

殊
に
朝
鮮
語
を
調
べ
た
ら
ん
に
は
或
は
朝
鮮
語
の
一
の
方
言
は
日
本
の
古
言
に
似
居
る
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
、
然
ら
ば
是
れ
よ
り
追
て
研
究
を
積
み

て
右
の
如
き
こ
と
あ
れ
ば
可
な
り
、
若
し
之
な
か
り
し
な
ら
ば
如
何
す
べ
き
か
と
云
ふ
に
此
場
合
は
已
む
を
得
ず
日
本
の
言
語
と
外
国左

₂₇

の
言
語
中
に

残
り
居
る
オ
〈
二
字
ア
キ
〉（35
）を
比
較
す
る
よ
り
外
な
し
、
其
似
寄
り
を
研
究
す
る
に
は
多
少
の
注
意
を
要
す
れ
ど
も
其
言
語
は
自
然
の
言
語
な
る

や
否
や
を
知
る
を
以
て
第
一
の
注
意
と
す
、
例
へ
ば
烏
の
鳴
聲
を
カ
ア
〳
〵
と
云
ふ
、
其
カ
ア
〳
〵
と
云
ふ
自
然
の
鳴
聲
を
取
り
て
日
本
語
に
て
烏

と
云
ひ
、
或
は
印
度
語
に
て
カ
ラ
〳
〵
と
云
ふ
、
こ
れ
と
同
一
に
蟬
を
日
本
に
て
は
セ
ミ
と
云
ひ
、
支
那
に
て
は
セ
ン
と
云
ふ
、
若
し
其
自
然右

₂₈

の
鳴

聲
と
云
ふ
点
よ
り
考
ふ
れ
ば
偶
然
に
似
寄
り
た
る
か
も
知
れ
ず
、
或
は
雁
を
支
那
に
て
は
ガ
ン
と
云
ひ
日
本
に
て
は
カ
リ
と
云
ふ
、
さ
れ
ば
偶
然
鳴

聲
よ
り
取
り
た
る
も
の
と
せ
ば
如
何
に
年
月
を
経
る
も
、
其
似
寄
り
た
る
や
自
然
の
言
葉
よ
り
出
で
た
る
似
寄
り
と
云
ふ
こ
と
は
我
々
は
能
く
区
別

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

次
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
日
本
に
あ
る
言
葉
が
他
の
国
の
言
葉
に
あ
る
や
否
や
と
云
ふ
こ
と
な
り
、
例
へ
バ
日
本
に
て
天
を
ア
マ
と左

₂₈

云
ふ
、
然
ら
ば

蒙
古
或
は
満
州
、
支
那
南
洋
等
地
方
に
此
言
葉
あ
り
や
と
云
ふ
に
天
を
ア
マ
と
云
ふ
こ
と
は
無
き
も
支
那
に
て
は
ア
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ひ
又
南
洋

の
ア
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ふ
言
葉
と
似
寄
り
居
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ざ
る
な
り
、
斯
の
如
く
日
本
の
言
語
が
他
の
国
の
言
語
と
似
寄
り
あ
る
や
否
や

日
本
に
て
ア
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ふ
て
は
更
に
分
ら
ざ
れ
ど
も
支
那
に
て
ア
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
ふ
は
或
は
青
き
こ
と
を
意
味
す
る
か
、
さ
れ
ば
何

れ右
₂₉

の
國
の
言
語
が
本
源
と
な
る
や
否
や
と
云
ふ
こ
と
を
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

次
に
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
他
の
國
に
日
本
の
言
語
の
如
く
一
の
言
語
に
て
同
一
意
味
の
言
葉
あ
り
や
否
や
と
云
ふ
こ
と
な
り
、
例
へ
ば
ソ
ラ
、
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ア
マ
、
天
と
云
ふ
が
如
く
支
那
語
に
て
は
ソ
ラ
と
云
ふ
こ
と
を
何
と
云
ふ
か
支
那
に
て
ア
〈
二
字
ア
キ
〉
と
云
こ
と
は
何
な
り
や
、
是
れ
或
は
純
粋

の
日
本
語
な
り
や
否
や
、
即
ち
一
の
言
語
に
し
て
種
々
の
名
を
有
す
る
こ
と
あ
り
や
否
や
を
研
究
す
る
は
大
に
必
要
な
り
、
其
研
究
の左

₂₉

積
ま
ざ
る
内

は
余
は
妄
に
他
国
の
言
語
と
比
較
す
る
こ
と
能
は
ず
と
云
ふ
も
不
可
な
し
と
信
ず
、

次
に
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
實
物
な
り
、
例
へ
ば
蜂
蜜
の
如
き
は
何
れ
に
あ
り
や
と
云
ふ
に
独
逸
の
ヘ
〈
二
字
ア
キ
〉
に
な
り
漢
土
に
て
は

小
亜
細
亜
に
産
出
す
、
又
印
度
に
も
産
出
す
、
然
ら
ば
此
「
ミ
ツ
」
と
云
ふ
言
葉
は
何
れ
よ
り
出
で
た
る
も
の
な
る
か（

36
）、
又
植
物
中
杏
又
は
蜜
柑

と
云
ふ
が
如
き
は
我
々
が
今
日
普
通
見
る
所
の
物
な
れ
ど
も
其
重
（
お
も
）な
る
所
は
何
れ
な
り
や
と右

₃₀

云
ふ
に
南
方
の
熱
帯
地
方
に
産
出
す
る
も
の
な
り
然
ら

ば
南
方
に
産
出
す
る
こ
と
を
知
ら
ば
蜜
柑
の
日
本
に
入
り
来
る
と
共
に
日
本
に
入
り
来
り
た
る
分
地（

37
）上
の
考
を
養
ふ
こ
と
を
得
べ
し
、

斯
の
如
き
側が
は

よ
り
一
々
言
語
の
似
寄
り
を
研
究
し
た
ら
ん
に
は
種
々
な
る
証
明
を
為
す
こ
と
を
得
べ
し
と
考
ふ
、
而
し
て
前
述
ぶ
る
所
の
「
ミ
ツ
」

と
云
ふ
言
葉
が
若
し
各
國
共
同
の
言
語
な
り
と
云
ふ
こ
と
を
知
り
得
た
ら
ん
に
は
我
々
が
今
少
し
く
奥
に
入
り
て
研
究
を
為
さ
ば
此左

₃₀

蜜
は
例
へ
バ
日

本
人
種
な
ら
バ
日
本
人
種
が
日
本
に
固
著
し
た
る
後
に
入
り
来
り
た
る
も
の
な
る
か
、
或
は
未
だ
固
著
せ
ざ
る
中
に
移
り
来
る
と
同
時
に
持
ち
来
り

し
も
の
な
る
か
を
考
へ
出
す
こ
と
を
得
べ
し
、
若
し
日
本
人
種
が
先
き
に
居
り
而
し
て
日
本
の
歴
史
が
始
ま
り
た
る
後
に
入
り
来
り
た
る
も
の
な
ら

ん
に
は
其
蜜
は
如
何
な
る
年
代
に
、
如
何
な
る
道
を
通
り
来
り
し
か
、
即
ち
支
那
人
の
手
を
以
て
来
り
し
か
、
或
は
葡（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

萄
牙
人
、
和
（
オ
ラ
ン
ダ
）
蘭
人
の
手
を
経

て
来
り
し
か
を
研
究
せ右

₃₁

ざ
る
べ
か
ら
ず
、
又
一
の
言
葉
に
し
て
三
つ
に
行
は
る
ゝ
如
く
な
り
し
は
如
何
な
る
理
窟
の
あ
り
た
る
も
の
な
り
や
と
云
ふ

る
こ
と
の
説
明
も
出
来
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
若
し
人
種
と
共
に
言
語
が
入
り
来
り
た
る
も
の
と
す
れ
ば
天
孫
降
臨
の
場
合
に
天
よ
り
持
ち
来
り
し
か
、

或
は
日
本
の
重
だ
ち
た
る
人
種
が
持
ち
来
り
し
か
、
或
は
帰
化
人
が
持
ち
来
り
た
る
か
、
或
は
支
那
人
、
印
度
人
が
持
ち
来
り
た
る
か
或
は
海
辺
に

吹
附
け
ら
れ
た
る
未
開
的
漂
泊左

₃₁

人
が
持
ち
来
り
た
る
か
と
云
ふ
が
如
き
側
の
研
究
も
あ
ら
ん
と
思
考
す
、

斯
の
如
き
側
に
付
て
一
々
言
語
の
研
究
を
為
し
た
る
上
に
其
似
寄
り
と
云
ふ
こ
と
を
見
出
し
た
ら
ん
に
は
似
寄
り
た
る
言
語
の
数
の
多
き
を
加
ふ
る

に
従
ッ
て
其
言
語
と
言
語
と
の
関
係
の
遠
近
も
明
か
に
言
ひ
得
べ
し
、
故
に
印
度
欧
羅
巴
語
の
親
族
即
ち
父
、
母
、
兄
と
云
ふ
か
如
き
こ
と
の
似
寄

り
は
殆
ん
と
普
通
に
あ
る
所
な
り
、
或
は
衣
食
住
に
関
し
た
る
こ
と
、
或
は
眼
、
鼻
、
等
人
体
に
関
し
た
る
所
の
名
詞
の右

₃₂

同
し
き
こ
と
、
或
は
一
二

三
四
等
の
数
字
の
同
じ
き
こ
と
、
代
名
詞
、
動
詞
の
過
去
現
在
未
来
が
次
に
出
る
と
云
ふ
が
如
き
ホ
ル
メ
ー
シ
ヨ
ン
の
工
合
等
總
て
の
点
が
印
度
欧

羅
巴
語
の
多
く
の
似
寄
り
あ
る
を
求
め
ら
れ
た
と
す
る
も
、
多
少
其
側
に
於
て
他
の
言
語
と
関
係
あ
り
や
否
や
は
我
々
は
今
少
し
く
奥
に
入
り
て
確
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註
然
た
る
土
臺
を
調
べ
見
ざ
れ
ば
容
易
に
甲
の
言
葉
と
乙
の
言
葉
と
関
係
あ
り
な
と
言
ふ
こ
と
は
出
来左

₃₂

ざ
る
な
り
、
若
し
出
来
ざ
る
以
上
は
即
ち
人
種

上
単
に
顔
額
頭
状
の
似
寄
り
あ
り
と
云
ふ
点
の
み
を
以
て
日
本
語
の
同
否
を
論
定
す
る
は
余
の
取
ら
ざ
る
所
な
り
余
等
は
確
然
た
る
デ
ー
タ
を
以
て

進
む
も
の
な
り
、
さ
れ
ば
そ
れ
等
の
こ
と
も
決
し
て
悪
き
こ
と
に
は
あ
ら
さ
れ
ど
も
斯
は
寧
ろ
大
な
る
仮
定
説
な
り
と
云
ふ
よ
り
外
は
あ
ら
ざ
る
な

り
、

上
來
述
べ
去
り
た
る
側
に
於
て
今
日
ま
で
の
研
究
は
總
て
不
完
全
な
り
と
断
言
す
る
も
敢
て
不
可
な
か
る
べ
し
と
信
ず
、

之右
₃₃

を
要
す
る
に
今
少
し
深
く
研
究
を
尽
さ
ゞ
る
以
上
は
我
々
の
言
語
は
ウ
ラ
ル
、
ア
ル
タ
イ
に
属
す
る
と
か
、
或
は
印
度
、
亜
弗
利
加
に
属
す
る
と

か
云
ふ
如
き
こ
と
は
容
易
に
言
ひ
得
ず
、
否
単
に
事
実
の
上
よ
り
二
三
似
寄
り
の
点
を
取
り
来
り
て
是
れ
が
似
寄
れ
り
彼
が
似
寄
れ
り
と
云
ふ
が
如

き
こ
と
は
学
問
上
と
る
能
は
ざ
る
な
り
、
故
に
其
の
誹
（
そ
し
り
）を
受
け
ざ
る
や
う
今
少
し
く
確
然
た
る
論
定
を
為
さ
ん
こ
と
を
望
む
、
然
せ
ん
に
は
是
非
と

も
正
し
き
土
臺
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず

附
け
加
へ
て
申
述
べ
置
き
た
き
こ
と
は
日
本
語
は
支
那
、
南
洋
地
方
、
或
は
朝
鮮
地
方
の
言
語
に
似
寄
り
居
る
と
云
ふ
バ
〈
二
字
ア
キ
〉
の
説
を
以

て
種
々
の
想
像
を
描
く
こ
と
は
我
々
は
決
し
て
止
め
ざ
れ
ど
も
寧
ろ
今
日
の
場
合
そ
れ
等
の
こ
と
は
慰
み
仕
事
と
云
ふ
位
の
覚
悟
を
為
し
て
若
し
比

較
す
る
必
要
を
生
じ
た
る
時
は
種
々
の
側
に
於
て
材
料
を
蒐
集
し
た
ら
バ
今
少
し
く
明
瞭
な
る
答
を
な
し
得
る
に
至
る
べ
し
と
余
自
身
は
信
ず
る
な

り田
口
君
の
如
き
或
は
高
橋
五右

₃₄

郎
君
の
如
き
御
方
に
あ
れ
ば
種
々
御
名
論
あ
る
べ
し
、
余
の
意
見
は
上
来
述
べ
た
る
如
く
今
日
世
人
が
為
し
居
る
如
き

調
べ
方
に
て
は
到
底
精
確
な
る
結
果
は
得
ら
れ
ざ
る
べ
し
と
言
ふ
に
在
り
、�

〔
資
料
お
わ
り
〕
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（
1
）
ち
な
み
に
『
東
京
経
済
雑
誌
』
は
上
下
二
段
組
み
で
、
各
段
は
二
七
字
、

三
〇
行
で
組
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
二
十
字
」
と
い
う

指
示
の
詳
細
は
不
明
。

（
2
）
田
口
卯
吉
は
一
八
七
九
年
に
『
東
京
経
済
雑
誌
』
を
創
刊
す
る
が
、
発

行
す
る
経
済
雑
誌
社
の
同
人
た
ち
が
田
口
の
私
邸
で
経
済
に
関
す
る
議

論
を
か
わ
す
あ
つ
ま
り
が
は
じ
ま
り
、
翌
年
「
経
済
談
会
」
と
な
り
、

八
二
年
に
「
東
京
経
済
学
講
習
会
」、
八
七
年
か
ら
「
経
済
学
協
会
」

と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
ま
で
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
公
開
講
演
会
や
独
自
調
査
な
ど
を
展
開
し
、「
実
業

界
・
政
界
・
学
界
・
言
論
界
等
が
自
由
に
交
流
し
得
る
、
日
本
の
経
済

学
研
究
史
に
あ
っ
て
独
自
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
」
と
評
価
さ

れ
て
い
る
（
松
野
尾
裕
『
田
口
卯
吉
と
経
済
学
協
会

―
啓
蒙
時
代
の

経
済
学
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
六
年
、
四
頁
）。
経
済
学
協
会

の
例
会
は
年
に
七
、
八
回
、
総
計
で
一
五
〇
回
を
こ
え
た
が
、
田
口
が

欠
席
し
た
の
は
海
外
に
で
か
け
た
と
き
と
病
気
の
と
き
の
計
一
〇
回
の

み
だ
と
い
う
（
同
前
、
三
二
四
頁
）、
同
書
に
は
、『
東
京
経
済
雑
誌
』

に
掲
載
さ
れ
た
演
説
筆
記
の
リ
ス
ト
が
あ
る
（
同
前
、
三
二
五
―
三
三

二
頁
）。

（
3
）
原
文
、
一
字
ア
キ
の
指
示
の
右
横
に
「
ビ
ン
」
と
あ
る
の
で
こ
ち
ら
に

し
た
が
う
。

（
4
）
演
説
に
い
た
る
経
緯
、
田
口
卯
吉
、
上
田
敏
と
の
関
係
は
本
解
説
第
二

節
参
照
。

（
5
）『
東
京
経
済
雑
誌
』
の
こ
と
（
こ
の
雑
誌
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
杉
原

四
郎
・
岡
田
和
喜
編
『
田
口
卯
吉
と
東
京
経
済
雑
誌
』（
日
本
経
済
評

論
社
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
参
照
）。
田
口
の
日
本
人
種
に
関
す
る
論

考
は
こ
の
雑
誌
に
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
日
本
人
は
「
匈
奴
人
種
の
一

族
」
だ
と
主
張
し
た
「
日
本
人
種
論
」
を
田
口
は
一
八
九
五
年
四
月
に

書
き
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
一
八
九
八
年
の
『
楽
天
録
』
に
お

さ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
文
章
な
の
で
、
上
田
が
具
体
的
に
な
に
を
参

照
し
て
い
た
の
か
は
不
明
。
一
方
の
ち
に
田
口
は
「
大
和
民
族
」
は

「
印
度
、
ペ
ル
シ
ア
、
グ
リ
ー
キ
、
ラ
テ
ン
等
と
同
種
」
だ
か
ら
、
当

時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
て
い
た
黄
禍
論
は
無
意
味
で
あ
る
、
と
主
張

す
る
『
破
黄
禍
論
』（
経
済
雑
誌
社
、
一
九
〇
四
年
）
を
刊
行
し
て
い

る
よ
う
に
、
一
貫
し
な
い
（
引
用
は
自
序
、
一
頁
）。

（
6
）
高
橋
五
郎
（
一
八
五
六
〜
一
九
三
五
）。
翻
訳
家
、
英
文
学
者
。
一
八

九
三
年
か
ら
立
教
学
校
教
授
。
Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
の
補
佐
と
し
て
聖
書

翻
訳
に
従
事
し
た
こ
と
も
あ
る
。

（
7
）
雑
誌
『
八
紘
』
は
、
立
教
学
校
文
学
会
が
一
八
九
五
年
三
月
か
ら
刊
行

し
た
も
の
。
立
教
の
教
員
で
あ
っ
た
高
橋
五
郎
は
、
第
二
号
（
一
八
九

五
年
五
月
一
六
日
）
か
ら
「
比
較
博
言
学
研
究
法　

附
人
種
学
一
斑

―
日
本
語
と
蒙
古
馬
来
由
語　
附
南
洋
諸
島
語

及
北
米
土
人
語　

の
関
係
」
を
連
載
す
る
。

　
　

以
下
、
第
三
号
（
六
月
一
五
日
）、
第
四
号
（
七
月
一
八
日
）、
第
五
号

（
九
月
一
五
日
）、
第
八
号
（
一
二
月
一
五
日
、
た
だ
し
タ
イ
ト
ル
は�

「　
比
較
博

言
学
上　

日
本
言
語
及
人
種
」）
と
つ
づ
く
が
、
未
完
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

演
説
時
に
上
田
が
目
に
し
え
た
も
の
は
、
第
二
号
掲
載
の
も
の
だ
け
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

（
8
）
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（Basil�

H
all�

Cham
berlain　

一
八
五
〇
〜
一
九
三
五
）
の
こ
と
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
生

ま
れ
。
日
本
学
者
。
一
八
七
三
年
来
日
。
八
六
年
東
京
大
学
文
科
大
学

の
教
師
と
な
り
、
博
言
学
（
言
語
学
）
な
ど
を
講
じ
る
（
〜
九
三
）。

（

）

（

）

註
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い
わ
ゆ
る
お
雇
い
外
国
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
一
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
隠
棲
す
る
ま
で
の
四
〇
年
近
く
、
大
半
は
日
本
に
あ
っ
て
日
本
の
文

学
・
言
語
・
歴
史
な
ど
の
研
究
を
行
な
っ
た
。
琉
球
語
や
ア
イ
ヌ
語
に

関
す
る
研
究
も
あ
る
。
古
事
記
を
英
訳
も
し
て
い
る
。『
日
本
口
語
文

典
』『
日
本
小
文
典
』
な
ど
文
法
に
関
す
る
著
書
も
あ
る
。
博
言
学
の

講
義
が
上
田
万
年
に
与
え
た
影
響
は
お
お
き
く
、
近
代
国
語
学
成
立
の

契
機
を
つ
く
っ
た
人
物
と
も
い
え
る
。
評
伝
に
楠
家
重
敏
『
ネ
ズ
ミ
は

ま
だ
生
き
て
い
る
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
）
が
あ
る
。

（
9
）
ジ
ョ
セ
フ
・
エ
ド
キ
ン
ズ
（Joseph�

Edkins

、
一
八
二
三
〜
一
九
〇

五
）
の
こ
と
か
。
ロ
ン
ド
ン
伝
道
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
、
北
京
・
上
海

で
布
教
し
た
。
東
洋
学
者
・
中
国
語
学
者
と
し
て
も
し
ら
れ
る
。
中
国

語
説
は
、
“On�the�O

ld�Japanese�V
ocabulary.

”Transaction of 
A

siatic Society of Japan,�V
ol.�X

,�1882.
で
展
開
さ
れ
て
い
る
（
金

田
一
京
助
『
国
語
史　

系
統
篇
』
刀
江
書
院
、
一
九
三
八
年
、
四
八

頁
）。

（
10
）
ア
ン
ト
ン
・
ボ
ラ
ー
（A

nton�Boller　

一
八
一
一
〜
一
八
六
九
）
の

こ
と
か
。
一
八
五
七
年
に
「
日
本
語
が
ウ
ラ
ル
―
ア
ル
タ
イ
系
に
属
す

る
こ
と
の
証
明
」（
ド
イ
ツ
語
）
を
発
表
す
る
（
佐
佐
木
隆
「
日
本
語

の
系
統
論
史
」『
岩
波
講
座　

日
本
語　

12

―
日
本
語
の
系
統
と
歴

史
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
三
〇
五
頁
）。

（
11
）
注
（
7
）
の
高
橋
五
郎
の
論
説
で
は
「
バ
ー
リ
ン
ト
（
バ
リ
ン
ト
）・

ガ
ボ
ル
（Bálint�

Gabor

）」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
一
八
一
四
〜
一

九
一
三
）。

（
12
）
マ
ジ
ャ
ル
語
の
こ
と
（
原
語
に
よ
る
呼
称
）。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
お
な

じ
。

（
13
）
ア
ッ
カ
ド
。

（
14
）
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
（V

erfasst�
von�

Engelbert�

K
aem

pfer　

一
六
五
一
〜
一
七
一
六
）
は
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に

い
た
医
師
で
、
そ
の
著
『
日
本
誌
』（
遺
稿
の
英
訳
版
が
一
七
一
二
年

に
刊
行
）
の
第
一
巻
第
六
章
「
日
本
人
の
起
源
に
つ
い
て
」
に
お
い
て

「
バ
ビ
ロ
ン
の
言
語
混
乱
後
」
に
あ
る
集
団
が
日
本
に
や
っ
て
き
た
、

と
い
う
論
を
展
開
し
て
い
る
（
日
本
語
訳
は
、
今
井
正
訳
『﹇
新
版
﹈

改
訂
・
増
補　

日
本
誌

―
日
本
の
歴
史
と
紀
行
』
霞
ヶ
関
出
版
、
二

〇
〇
一
年
な
ど
が
あ
る
）。
井
上
哲
次
郎
「
人
種
、
言
語
、
及
び
宗
教

等
の
比
較
に
依
り
、
日
本
人
の
位
地
を
論
す
」（『
東
邦
協
会
報
告
』
二

〇
号
、
一
八
九
二
年
一
二
月
）
で
短
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
当
然
と

い
う
べ
き
か
「
荒
唐
無
稽
の
想
像
説
」
と
一
蹴
さ
れ
て
い
る
（
二
八

頁
）。

（
15
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ス
ト
ン
（W

illiam
�

George�
A

ston　

一
八
四
一
〜
一
九
一
一
）
の
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
、
日
本
学
者
。

一
八
六
四
年
に
日
本
語
通
訳
見
習
と
し
て
来
日
、
七
五
年
か
ら
八
〇
年

ま
で
東
京
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
日
本
語
書
記
官
補
佐
、
八
三
年
ま
で
神

戸
領
事
館
勤
務
、
八
四
年
か
ら
八
六
年
ま
で
朝
鮮
の
初
代
イ
ギ
リ
ス
総

領
事
。
八
九
年
ま
で
東
京
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
日
本
語
書
記
官
。
朝
鮮

語
も
学
習
し
、
一
八
七
九
年
に
は
“A�Com

parative�Study�of�the�
Japanese�and�K

orean�Language.

”�The Journal of the R
oyal 

A
siatic Society of G

reat Britain and Ireland, N
ew

 Series,�
V

ol.�11�

を
発
表
。
上
田
が
い
う
の
は
こ
の
論
文
の
こ
と
。
朝
鮮
語
と

の
比
較
を
つ
う
じ
て
古
代
日
本
語
に
Ｐ
音
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を

示
す
な
ど
、
現
在
で
も
評
価
は
高
い
。
の
ち
に
上
田
は
「
Ｐ
音
考
」
を

発
表
す
る
こ
と
に
な
る
（「
語
学
創
見
」『
帝
国
文
学
』
四
巻
一
号
、
一

八
九
八
年
一
月
）。
ア
ス
ト
ン
の
こ
の
論
文
は
大
野
晋
の
抄
訳
「
日
本

語
と
朝
鮮
語
の
比
較
研
究
」
と
し
て
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
で
き
る

（
池
田
次
郎
・
大
野
晋
編
『
論
集　

日
本
文
化
の
起
原　

第
五
巻　

日
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本
人
種
論
・
言
語
学
』
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）。
詳
細
は
、
楠
家
重

敏
『
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン

―
日
本
と
朝
鮮
を
結
ぶ
学
者
外
交
官
』

（
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
参
照
。

（
16
）
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
〜
一
九
四
四
）。
哲
学
者
、
国
家
主
義
者
。

一
八
九
〇
年
か
ら
帝
国
大
学
教
授
。
該
当
論
文
は
、「
人
種
、
言
語
、

及
び
宗
教
等
の
比
較
に
依
り
、
日
本
人
の
位
地
を
論
す
」（
筆
録
）
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
八
九
二
年
一
〇
月
に
東
邦
協
会
で
お
こ
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、
の
ち
に
『
東
邦
協
会
報
告
』
二
〇
号
（
一
八
九
二
年
一
二

月
）、
二
一
号
（
一
八
九
三
年
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
た
だ
、
上
田

が
い
う
よ
う
に
、
ウ
ラ
ル
、
満
洲
を
へ
て
マ
レ
ー
か
ら
日
本
へ
、
と
い

う
大
迂
回
ル
ー
ト
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
日
本
人
種
」
に
は

マ
レ
ー
か
ら
き
た
も
の
が
最
も
お
お
く
、「
北
部
支
那
及
び
朝
鮮
よ
り

逐
次
に
渡
来
」、「
之
に
混
同
」（
二
〇
号
、
三
三
頁
）
し
た
と
し
て
お

り
、「
混
同
説
」
に
近
い
。

（
17
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
天
文
学
者
で
あ
り
日
本
研
究
者
で
も
あ
っ
た
パ
ー

シ
ヴ
ァ
ル
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
（Percival�Low

ell　

一
八
五
五
〜
一
九
一

六
）
に
は
“Com

parison�of�the�Japanese�and�Burm
ese�lan-

guages.

”�T
ransaction of A

siatic Society of Japan.�V
ol.�X

IX
,�

part�III,�1895.

が
あ
る
。

（
18
）
上
田
が
ド
イ
ツ
留
学
中
に
接
し
た
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ン　

デ
ァ　

ガ
ー

ベ
レ
ン
ツ
（Georg�von�der�Gabelentz　

一
八
四
〇
〜
一
八
九
三
）

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
上
田
は
「
博
言
学
修
行
」
の
た
め
一
八
九
〇
年

か
ら
九
四
年
に
か
け
て
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
（
フ
ラ

ン
ス
は
半
年
間
）。
詳
細
は
、
金
子
亨
「U

ëda�
M

annen

の
こ
と
」

『
千
葉
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
集
』（
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）、

清
水
康
行
「
上
田
万
年
の
欧
州
留
学
に
関
す
る
記
録
」『
日
本
女
子
大

学
紀
要�

文
学
部
』（
六
一
号
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。
上
田
が
先
端

の
言
語
学
を
十
分
に
吸
収
し
て
い
た
の
か
は
、
や
や
疑
問
と
せ
ざ
る
を

え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
19
）
物
集
高
見
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
八
）
は
国
学
者
。
帝
国
大
学
和
漢
文

学
科
で
上
田
万
年
を
お
し
え
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
上
田
は
「
現

代
の
言
葉
と
千
年
も
前
の
言
葉
と
を
混
同
し
て
、
文
法
を
教
へ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
は
じ
め
て
そ
れ
を
聞
い
た
学
生
は
非
常
に
理
解
に
苦
し
ん

だ
」（
上
田
万
年
「
国
語
学
の
草
創
期
」『
国
語
と
国
文
学
』
一
一
巻
八

号
、
一
九
三
四
年
八
月
、
六
頁
）
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
「
科
学

的
」
で
は
な
い
議
論
と
み
な
し
て
い
た
。
上
田
が
指
摘
す
る
物
集
の
主

張
は
、
た
と
え
ば
「
日
本
語
の
起
源
お
よ
び
変
遷
の
あ
ら
ま
し
」『
皇

典
講
究
所
講
演
』（
六
巻
・
五
五
号
、
一
八
九
一
年
）
で
展
開
さ
れ
て

い
る
。

（
20
）
ヨ
ハ
ン
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
（Johann�

Joseph�
H

offm
ann　

一
八
〇
五
〜
一
八
七
八
）
の
こ
と
か
。『
日
本
語
文
典
』
で
し
ら
れ
る

が
、
日
本
語
の
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
系
論
者
で
あ
っ
た
（
金
田
一
京
助

『
国
語
史　

系
統
篇
』
刀
江
書
院
、
一
九
三
八
年
、
七
五
頁
）。
ホ
フ
マ

ン
に
つ
い
て
は
、
山
東
功
『
日
本
語
の
観
察
者
た
ち

―
宣
教
師
か
ら

お
雇
い
外
国
人
ま
で
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
参
照
。

（
21
）「
随
筆
、
筆
記
類
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
22
）
帰
納
的
。

（
23
）
和
語
の
語
頭
に
ラ
行
音
が
た
た
な
い
と
い
う
特
徴
。

（
24
）
シ
ン
タ
ク
ス
（
統
語
法
）
か
。
以
下
同
。

（
25
）
い
わ
ゆ
る
「
ヒ
フ
ミ
倍
加
説
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
か
。
和
語
の

「
ひ
と
つ
」
と
「
ふ
た
つ
」、「
み
っ
つ
」
と
「
む
っ
つ
」、「
よ
っ
つ
」

と
「
や
っ
つ
」
な
ど
の
語
頭
音
の
相
似
の
こ
と
。

（
26
）
ア
ナ
ロ
ジ
ー
（
類
似
、
類
推
）
か
。

（
27
）
マ
ジ
ャ
ル
か
。
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（
28
）「
形
相
学
」
の
き
き
ま
ち
が
え
と
思
わ
れ
る
。

（
29
）
イ
ン
ダ
ス
川
の
こ
と
。

（
30
）『
古
事
記
』
で
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
火
の
神
「
火ひ

之の

炫か
が

毘び

古こ

神
」（
ま
た
の

名
は
「
火ひ

之の

迦か

具ぐ

土つ
ち

神
」）
を
う
み
、
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。

（
31
）
文
脈
か
ら
す
る
と
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

（
32
）
一
八
九
四
年
の
講
演
「
国
語
と
国
家
と
」
で
も
「
如
何
に
亦
現
今
の
独

逸
が
、
其
国
語
を
尊
奉
し
、
其
中
よ
り
外
国
語
の
原
素
を
棄
て
、
自
国

語
の
よ
き
原
素
を
復
活
せ
し
め
つ
ゝ
あ
る
か
を
見
よ
」
な
ど
言
及
が
あ

る
（
上
田
万
年
（
安
田
敏
朗
校
注
）『
国
語
の
た
め
』
平
凡
社
東
洋
文

庫
、
二
〇
一
一
年
、
一
九
頁
）。

（
33
）
文
脈
か
ら
す
る
と
、
ケ
ル
ト
人
が
妥
当
。

（
34
）
文
脈
か
ら
す
る
と
、「
フ
ラ
ン
ク
人
入
来
り
て
フ
ラ
ン
ク
語
行
は
れ
た

り
」
が
妥
当
。

（
35
）
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
）
か
。
一
八
九
六
年
度
、
九
七
年
度
の
上
田
万

年
の
「
言
語
学
」
の
講
義
に
出
席
し
た
新
村
出
の
ノ
ー
ト
を
復
刻
し
た
、

新
村
出
筆
録
・
柴
田
武
校
訂
『
上
田
万
年　

言
語
学
』（
教
育
出
版
、

一
九
七
五
年
）
に
は
、「
各
国
語
ノ
相
似　

○
各
国
語
ノ
相
似
ニ
付
テ

調
ベ
ル
ニ
方
テ
心
得
ベ
キ
条
　々

1�

）�M
ere�Coincidence?�or�not?　

a

）�onom
atopoetic�w

ords

」
で
、
蟬
（
セ
ン
、
セ
ミ
）、
雁
（
ガ
ン
、

カ
リ
）、
カ
ラ
ス
の
三
語
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
五
七
頁
）。

（
36
）
前
注
の
つ
づ
き
で
、「d

）�fauna,�flora　

動
植
物
ノ
分
布
」
が
あ
げ
ら

れ
、
事
例
の
一
番
目
に
「
蜜
ハA

sia�
M

inor

ヲ
原
ト
ス
」
と
の
記
載

が
あ
る
（
同
前
、
一
五
八
頁
）。

（
37
）
意
味
が
と
お
り
に
く
い
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
う
翻
字
し
た
。

�

（
や
す
だ　

と
し
あ
き
／
言
語
社
会
研
究
科
准
教
授
）


